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－今月の表紙－

台風 15 号により大きな被

害を受けた豊岡地区で見

かけた、 T シャツに書かれ

たメッセージ。 「やらまい

か」 という言葉からは 「み

んなで団結してふるさとを

取り戻そう！」 という強い

思いを感じました。
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　豪雨の爪あと

広報紙をもっと楽しむ

各情報にある 「ページ番号」 を市ホームページ

の 「ページ番号検索」 に入力して検索すると、

簡単に目的のページを探すことができます。

ホームページ連携

▲磐田TV

（-62人）

（-  1  3人）

（-49人）

【市役所本庁舎】

毎週木曜日 午後5時15分〜7時

毎月第2日曜日 午前8時30分〜正午

※市民課では旅券業務など一部の業務は取

り扱いできません。 市税課では一部の証

明書発行業務を取り扱っています

問市民課☎ 37-4816　ＦＡＸ 37-2871

市税課☎ 37-3767　ＦＡＸ 33-7715

市民課・市税課の時間外窓口

ページ番号 1000038

市税の納期限

固定資産税 ・ 都市計画税 （第3期）

国民健康保険税 （第6期）

納付は、 口座振替やPayPay ・ ｄ払いなどの

スマートフォン決済が便利です。

問収納課☎ 37-4810 ＦＡＸ 33-7715

【12 月 26 日㈪】

広報いわたを動画で紹介

※住民基本台帳調べ （外国人市民含む）

※ （　） 内は前月比

人口 167,538人

男　84,7  1  0人

女　82,828人

世帯 70,127世帯 （+52世帯）

人の動き（9月末現在）

広報いわたがもっと身近になる機能が盛りだくさ

ん。 広報いわたが読めるアプリ 「広報プラス」

をぜひご利用ください。

広報いわたの内容を磐田市出身

のお笑いコンビ 「ヴィレッジ」 が

動画で楽しく紹介します。

毎月の発行日に合わせて市公式

YouTubeチャンネル 「磐田ＴＶ」

で公開しています。 ぜひご覧ください。

広報プラス ページ番号 1011301
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特集特集

豪 雨豪 雨  のの  爪爪  あとあと

大量の土砂と倒木が家屋や工場を飲み込み、 県道磐田天竜線をふさいだ。 （平松－神増）

市の南北をつなぐ幹線道路は、 この後約 1 カ月にわたり不通となった。



一
夜
に
し
て

 

9
月
23
日
午
前
に
熱
帯
低
気
圧
か
ら
台
風
と

な
っ
た
台
風
15
号
は
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
な

ど
に
よ
り
、
予
報
を
大
幅
に
上
回
る
記
録
的
な

大
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

 

雷
を
伴
い
容
赦
な
く
降
り
続
け
た
雨
は
、

降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
が
、
豊
岡
地
区
で

平
年
の
9
月
1
カ
月
分
の
1
.
5
倍
と
な
る

3
3
6
.
5
㎜
に
達
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

 

雨
の
降
り
方
は
、
市
内
で
も
場
所
に
よ
り
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
1
時
間
あ
た
り
の

最
大
降
水
量
は
、
竜
洋
地
区
で
19
時
、
磐
田
地

区
で
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時
10
分
、
福
田
地
区
で
19
時
40
分
に
記

録
し
ま
し
た
が
、
豊
田
地
区
で
は
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時
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分
、

豊
岡
地
区
で
は
22
時
40
分
と
時
間
差
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 

9
月
24
日
、
一
夜
明
け
た
市
内
は
、
前
夜
の

荒
天
が
嘘
の
よ
う
な
秋
晴
れ
と
、
夏
を
思
わ
せ

る
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
。

 

視
線
を
落
と
す
と
、
そ
こ
に
は
前
日
ま
で
は

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
傷
つ
い
た
ふ
る
さ
と
の
光

景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

基礎部分が削られ、 フェンスが宙に浮いてし

まった。 （大久保）

道路標識を飲み込んでしまうほどの高さまで

土砂が堆積した。 （神増）

-- 大雨警報 （浸水害）

-- 大雨警報 （土砂災害 ・ 浸水害）

-- 竜洋支所で最大 1 時間降水量 81.5 ㎜を記録

-- 市役所本庁で最大 1 時間降水量 77.5 ㎜を記録

-- 洪水警報

-- 福田支所で最大 1 時間降水量 63 ㎜を記録

-- 土砂災害警戒情報

-------------------------------------------

-------------------------------------------

-------------------------------------------

-- 記録的短時間大雨情報

-------------------------------------------

-- 旧豊田支所で最大 1 時間降水量 82 ㎜を記録

-- 今ノ浦川 （今之浦橋） で最高水位 3.73 ｍを記録 （氾濫危険水位 3.6 ｍ）

-- 豊岡支所で最大 1 時間降水量 90 ㎜を記録

-------------------------------------------

-- 顕著な大雨に関する気象情報 （線状降水帯）

-------------------------------------------

-- 敷地川 （笠梅橋） で最高水位 7.78 ｍを記録 （氾濫危険水位 5.84 ｍ）

-- 太田川 （新貝） で最高水位 6.    19 ｍを記録 （氾濫危険水位 4.6 ｍ）

9 月 23 日㈷　18 時 3  1 分

　　19 時 00 分

　　18 時 10 分

　　19 時 19 分

　1　8 時 40 分

　　19 時 43 分

　　20 時 36 分

　　21         時         10 分

　　21 時 16 分

　　21 時 59 分

　　22 時 00 分

　　18 時 10 分

　　22 時 20 分

　　22 時 40 分

　　22 時 49 分

　　23 時 45 分

9 月 24 日㈯　10 時 20 分

　　　1 時 40 分

気象情報 避難情報日時

指定避難場所を開設 （磐田 ・ 豊田 ・ 豊岡地区）

警戒レベル 3　高齢者等避難 （全域）

指定避難場所を開設 （福田 ・ 竜洋地区）

警戒レベル 4　避難指示 （今ノ浦川、 敷地川流域）

警戒レベル 4　避難指示 （全域）

警戒レベル 5　緊急安全確保 （敷地川流域）
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敷地川に架かる下田橋。 増水により橋脚が破損し、 橋げたは折れ曲がった。 （家田）

豊岡北小学校では校舎や体育館

などが浸水した。 （下野部）

国道 1 号線との立体交差の下を通る市道は、 冠

水し通行止めとなった。 （三ケ野）

サッカーゴールが流され、 グラウンドは土砂で

茶色く染まった。 （稗原グラウンド）
太田川に架かる新屋橋は一部が流失した。 （向笠新屋）

土砂に巻き込まれ、 変形したバス停。 （神増）



浸水被害 ： 床上浸水 299 件、 床下浸水 474 件

河川被害 ： 6 河川 22 カ所 （雨垂川、 敷地川、 向陽川、 中川幹線排水、 一雲済川、 上野部川）

橋梁被害 ： 2 カ所 （下田橋 （敷地川）、 新屋橋 （太田川））

道路被害 ： 市道 5 路線 9 カ所、 県道 1 路線

農業被害 ： 農地 233 カ所 （田 ： 55 カ所 ・ 7.71 ㌶、 畑 ： 178 カ所 ・ 15.01 ㌶）

何カ所もの土砂崩れが発生し、 山肌があらわになっ

た。 （下野部）

舗装が削られ、 水道管があらわに。 自動車は路肩に

転落していた。 （上神増）

濁流に飲み込まれ、 大量の流木やがれきに覆われた

太田川にかかる稗原橋。 （稗原）

激しい濁流で護岸ブロックが流され、堤防は決壊した。

（敷地川）

磐田原台地のへりが崩れ、 大量の土砂が住宅地に流れ込んだ。 （平松）

被災状況 （10 月 31 日現在）

※被災箇所数は、 災害復旧事業等により対応を予定するものを計上
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被
災
地
の
一
画
に
掲
げ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。
地
域
に
根
付
い
た
こ
の
言
葉
に
は

『
や
っ
て
や
ろ
う
、
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
』
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
光
景
を
目
の

当
た
り
に
し
な
が
ら
も
、　

発
災
直
後
か
ら
、

地
元
自
治
会
や
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
土
砂
の

除
去
や
が
れ
き
の
撤
去
な
ど
、
自
主
的
に
復

旧
作
業
に
動
き
だ
し
ま
し
た
。

 

自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
は
、
自
分
た
ち
で

取
り
戻
そ
う
と
い
う

「
や
ら
ま
い
か
」
の
思

い
は
、
豪
雨
に
流
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

 

復
旧
作
業
に
は
、
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
磐
田
市
消
防
団

員
の
皆
さ
ん
、
豊
岡
北
小
学
校
や
豊
岡
中
学

校
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
市
と
の
災
害
協
定

な
ど
に
基
づ
き
、
災
害
ご
み
の
処
理
や
道
路

復
旧
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
事
業
者
の

皆
さ
ん
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
、
こ
の
他
に

も

「
地
元
の
た
め
に
、
磐
田
の
た
め
に
」
と

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

市
の
復
旧
業
務
に
は
、
国
土
交
通
省
浜
松

河
川
国
道
事
務
所
や
、
静
岡
県
袋
井
土
木

事
務
所
か
ら
災
害
復
旧
へ
の
技
術
支
援
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
友
好
都
市
で
、
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
す
る
長
野
県

駒
ヶ
根
市
、
岡
山
県
玉
野
市
な
ど
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
ご
厚
意
を
い
た
だ
く
な
ど
、
支
援

の
輪
は
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ボランティアの協力を求める張り出しと、

「やらまいか 敷中　やらまいか 豊岡」 のメッセージ。
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10
月
21
日
㈮
午
後
3
時
、
約
1
カ
月
に
わ
た

る
県
道
磐
田
天
竜
線

（平
松
・
神
増
）
の
通
行

止
め
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

 

早
速
行
き
交
う
車
を
目
に
し
た
地
域
の
方
は

「
静
か
で
良
か
っ
た
の
に
。
ま
た
う
る
さ
く
な
る

な
あ
」
と
冗
談
交
じ
り
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
幹
線

道
路
の
開
通
は
、
復
興
へ
の
第
一
歩
で
す
。

 

被
害
を
受
け
た
家
屋
や
田
畑
な
ど
の
再
建

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
が
、
支
援
の
輪
は
広

が
り
、
力
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
の
生
活
が
戻
り
、
穏

や
か
な

「
ふ
る
さ
と　

い
わ
た
」
を
取
り
戻
す
、

そ
の
日
ま
で
。

被災者への支援制度　　　　　　　　　　　 

  台風 15 号により被災した市民の皆さまに向け、 支援

制度などを市ホームページに掲載しています。 詳しくは

各担当課までお問い合わせください。

災害に便乗した悪質な商法には十分

注意してください　　　　　　　　　　　　　 
問 〇〇市民相談センター　☎ 0538-37-4746

  特に 「火災保険を使って自己負担なく住宅の修理が

できる」 など 「保険金が使える」 と勧誘する手口につい

て、 全国の消費生活センターなどに相談が寄せられてい

ます。

  お困りの際は、一人で悩まず、消費者ホットライン （☎

188） または磐田市消費生活センター （☎ 0538-37-

2113） までご相談ください。

災害に関してご相談や困りごとがありましたら、

市民相談センター（☎ 0538-37-4746）までご連絡ください。

体調不良を感じたときは　　　　　　　　 
問 〇〇健康増進課　☎0538-37-2013

  被災による環境の変化から、 眠れない ・ 食欲がない ・

無気力といった心と体の不調が表れることがあります。

そうした不安や心配を一人で抱えず、 気になることがあ

れば健康増進課までご相談ください。

磐田市 LINE 公式アカウントを活用し

て、 災害に備えましょう　　　　　　　　　 
問 〇〇広報広聴 ・ シティプロモーション課

☎0538-37-4827

  磐田市 LINE 公式アカウントでは、 ハザードマップや

同報無線の放送内容を確認できます。 また、 自宅や職

場の近くの避難所を調べることができ、 現在地から避難

所までの経路を表示できる機能を追加しました。

通行止めの規制看板が撤去され、 復興への

第一歩を踏み出しました。 （平松－神増）

◀市ホームページ

▲友だち登録

復
興
へ
。

復
興
へ
。

災害ごみの処理について　　　　　　　　 
問 〇〇ごみ対策課　☎0538-35-3717

  災害ごみの処理は、 下記施設をご利用ください。

【可燃ごみ】 磐田市クリーンセンター （刑部島301）

【不燃ごみ】 中遠広域粗大ごみ処理施設 （新貝59-1）

道路等の危険箇所などについて　　　　 
問 〇〇道路河川課　☎0538-37-4808

  道路や路肩の舗装の欠損など、 安全な通行を妨げる

道路等の危険箇所などがありましたら、 道路河川課まで

ご連絡ください。

ページ番号 1011571
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　義援金は、 被災された方々に直接届けられます。

■口座振り込みで支援いただく場合

   磐田市災害義援金（イワタシサイガイギエンキン）

■現金で支援いただく場合

お手数ですが、会計課（☎ 0538-37-4817）へお問い合

わせいただくか、下記に設置の募金箱へお願いします。

　・市役所本庁舎 1 階受付

　・i プラザ 3 階福祉課

　・各支所市民生活課

　・各交流センター

金融機関名 店名 種別 口座番号

浜松磐田
信用金庫

磐田本店
営業部

普通 5184276

静岡銀行 磐田支店 普通 1321365

義援金

  寄附金は、 市が行う道路や河川、 公共施設の災害復旧事

業や、 被災者支援事業全般に活用させていただきます。

■ふるさと納税で支援いただく場合

ふるさと納税サイト（「ふるさとチョイス」または「さと

ふる」）にアクセスし、お手続きをお願いします。

※返礼品はお送りしていません

■口座振り込みで支援いただく場合

   磐田市災害寄付金（イワタシサイガイキフキン）

■現金で支援いただく場合

お手数ですが、財政課（☎ 0538-37-4883）へお問い合

わせください。

寄附金

金融機関名 店名 種別 口座番号

浜松磐田
信用金庫

磐田本店
営業部

普通 5184268

静岡銀行 磐田支店 普通 1321332

ページ番号 1011688

口座名義

口座名義

私の生まれ育ったふるさと

です。 今は離れたところに住んで

いてこれくらいしか協力できませ

んが、 頑張ってください。

磐田市に 26 年住んでいました。

いつも通っていた豊岡の道路が

被災で通行止めと知り、 いても

たってもいられなくなりまし

た。 ありきたりの言葉ですが頑

張ってください。 応援しています。

被災された方々に一日も早く安

心な日常が戻りますように、 被

災箇所が早く復興できますよう

に、 復興に携わる皆さんに怪我

などがありませんように祈ってお

ります。

台
風 15 号の被害に対して、 市内や県内をは

じめ、 全国の皆さんから寄附金 ・ 義援金を

お寄せいただいております。 頂きましたご厚意は、

被災者の皆さんの支援、 被災地の復興のため有

効に活用させていただきます。

大好きな地元磐田市、 そして

豊岡が一日も早く元気な姿に戻

りますように！

ジュビロを通じて磐田を知りま

した。 少ないですが復興にお役

立て下さい。

オール静岡でこの災害を乗り越

えましょう！

しっぺいのツイートから知りまし

た。 一日も早い復旧を願っており

ます。

被害に遭われた皆様が一日も

早く元の生活に戻られますよう

に！

 寄附金 ・ 義援金とともに応援メッセージをいただ

きました。 寄せられたメッセージの一部をご紹介し

ます。

 改めまして皆さんからのご厚意ならびに温かい

応援メッセージに心よりお礼申し上げます。

寄
せ
ら
れ
た

寄
せ
ら
れ
た
思
い
思
い

ちからを合わせて前に進もう！

ONE for ALL. ALL for 

ONE.

わがふるさと磐田が元気にな

りますように！

磐田の風景が好きです。

頑張って下さい。

募金箱設置場所

◀ふるさとチョイス

さとふる▶

義援金 ・ 寄附金を募集しています　　　　　 

問 〇〇政策推進課　☎0538-37-4805

  引き続き温かいご支援をよろしくお願いいたします。



　

令
和
４
年
10
月
６
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
吉
報
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
日
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会

（
I
C
I
D
）
の
理
事
会
が
行
わ
れ
、
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
登
録
施
設
の
決
定
協

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
会
で
寺
谷

用
水
は
、
画
期
的
な
技
術
を
取
り
入
れ
た

革
新
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
食
料
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
水
田
農
業
の
発
展
と

農
家
の
経
済
状
況
の
改
善
に
貢
献
し
た
か
ん

が
い
施
設
と
し
て
、
I
C
I
D
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に

本
部
を
置
く
I
C
I
D
が
、
か
ん
が
い
の
歴

史
や
発
展
を
明
ら
か
に
し
、
か
ん
が
い
施
設

の
適
切
な
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
２
０
１
４
年
に
創
設
し
た
も
の
で
す
。
本

年
10
月
現
在
、
寺
谷
用
水
を
含
め
て
世
界

17
カ
国
１
４
２
施
設
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

に
登
録

寺
谷
用
水

寺
谷
用
水

World Heritage Trrigation Structures

　400 年以上前に先人が築いてくれた地域の宝が世界的

にも認められたことを心よりうれしく思います。 歴史ある磐

田市が今なお繁栄しているのは、 寺谷用水による安定し

た食料供給がもたらした、 ゆるぎない生活基盤があってこ

そだと思います。 今後もこの大切な遺産とともに地域の暮

らしを豊かにしていけるように、 寺谷用水を守り、 活用し、

継いでいきたいと思います。

寺谷用水土地改良区

理事長

 池 田 藤 平

寺谷寺谷大大
おおおお

圦圦
いりいり

樋樋
ひひ

跡（現在）跡（現在）
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磐田の宝が世界の扉を開いた

  

稲
を
作
る
田
に
必
要
な
も
の
は
水
。
こ

の
稲
作
の
水
を
広
い
地
域
に
届
け
て
い
る
の

が
寺
谷
用
水
で
す
。
始
ま
り
は
約
４
０
０

年
前
に
現
在
の
寺
谷
か
ら
浜
部
ま
で
通
じ

た
、
用
水
が
通
る
大
き
な
堀

「大お
お

井い

堀ぼ
り

」
で
、

こ
れ
を
開
い
た
の
が
平ひ

ら

野の

重し
げ

定さ
だ

で
す
。

  

徳
川
家
康
が
磐
田
市
を
含
む
遠

と
お
と
う
み

江
の
国

を
手
に
入
れ
た
時
、
家
臣
の
中
で
土
木
技

術
に
優
れ
て
い
た
伊い

奈な

忠た
だ

次つ
ぐ

に
天
竜
川
の

治
水
と
流
域
の
水
田
経
営
を
命
じ
ま
し
た
。

忠
次
は
、
地
域
に
詳
し
い
平ひ

ら

野の

重し
げ

定さ
だ

に
相

談
し
、
２
人
は
水
田
の
用
水
路
を
整
備
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

天
竜
川
か
ら
の
用
水
の
取
入
口
を
寺
谷
村

（
現
在
の
寺
谷
）
に
設
け
る
こ
と
を
決
め
、

こ
の
工
事
を
任
さ
れ
た
重
定
は
、
１
５
８
８

年
か
ら
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

  

重
定
は
、
水
が
通
り
や
す
い
よ
う
川
を
さ

ら
い
、
川
筋
を
改
め
て
正
し
、
２
年
後
の

１
５
９
０
年
に
大
井
堀
が
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
田
約
４
０
０
㌶
を
含
め
約

２
０
０
０
㌶
の
水
田
を
潤
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
１
６
２
４
年
、
重
定
は
人
々
に
惜

し
ま
れ
な
が
ら
亡
く
な
り
、
加
茂
に
あ
る

大
円
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

  

大
井
堀
は
、
重
定
亡
き
後
も
広
い
水
田
を

潤
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
少
し
ず
つ
形
を

変
え
る
天
竜
川
の
流
れ
へ
の
対
応
や
、
後
年

に
上
流
へ
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
に
よ
る
川
床
低

下
な
ど
に
よ
り
、
何
度
も
用
水
の
取
入
口

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
多
く
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
、
現
在
の

よ
う
に
用
水
は
整
備
、
拡
張
さ
れ
、
水
の

安
定
供
給
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

寺谷用水ものがたり

堤
防
と
函
渠
を
組
み
合
わ
せ
た
構
造

　

寺
谷
用
水
は
、
堤
防
と
大
型
の
木
製
函か

ん

渠き
ょ

を
組
み
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
治
水
と
利
水
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
シ

ス
テ
ム
は
高
く
評
価
さ
れ
、
江
戸
幕
府
は
、

そ
の
後
の
多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
改
良
を
加
え
な

が
ら
セ
メ
ン
ト
や
レ
ン
ガ
が
普
及
す
る
ま
で

の
約
３
０
０
年
間
広
く
採
用
さ
れ
、
日
本
の

農
業
開
発
を
促
進
し
た
大
型
木
製
取
水
工

建
設
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

食
料
不
足
解
消
と
農
村
の
発
展
に
寄
与

　

１
５
９
０
年
の
大
井
堀
の
完
成
に
よ
り
、

新
た
に
７
つ
の
村
が
生
ま
れ
、
約
80
の
村
の

食
料
生
産
能
力
を
安
定
的
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
１
６
０
０
年
代

の
平
均
で
は
、
周
辺
地
域
で
約
10
年
ご
と

に
干
ば
つ
に
よ
る
食
料
危
機
が
発
生
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
用
水
が
完
成
以
降
は
、

用
水
受
益
地
に
お
け
る
食
料
危
機
の
記
録

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

施
設
維
持
管
理
に
向
け
た
体
制
の
整
備

　

用
水
が
完
成
し
た
当
時
は
、
各
村
へ
の
円

滑
な
配
水
と
水
路
の
維
持
管
理
の
た
め
に
、

農
民
組
合
で
あ
る

「
井い

組ぐ
み

」
が
組
織
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
井
組
に
よ
る
努
力
に
よ
り
、

用
水
の
改
良
や
新
た
な
整
備
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
寺
谷
用
水
土
地
改
良
区
が

井
組
を
継
承
し
、
南
北
約
20
㌖
、
東
西
約

６
㌖
の
区
域
の
用
水
運
営
や
維
持
管
理
を

担
っ
て
い
ま
す
。
寺
谷
用
水
土
地
改
良
区
で

は
、
「
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
水

を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
ど
の
地
域
に
も

迅
速
か
つ
平
等
に
安
定
し
た
水
を
供
給
で

き
る
よ
う
に
、
寺
谷
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
集
中
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

コ
コ
が
す
ご
い
ぞ
「
寺
谷
用
水
」

コ
コ
が
す
ご
い
ぞ
「
寺
谷
用
水
」

堤防と函渠を組み合わせた寺谷大
おお

圦
いり

樋
ひ

（過去） 

寺谷用水全体概要図寺谷用水全体概要図

用水受益地 1,504ha用水受益地 1,504ha

船明ダム船明ダム

阿蔵取水口跡阿蔵取水口跡

神田取水口跡神田取水口跡

神増分水工神増分水工

一番圦樋跡一番圦樋跡

寺谷大圦樋跡寺谷大圦樋跡

高木分水工高木分水工

寺谷用水寺谷用水
土地改良区土地改良区

前野分水工前野分水工

尼ヶ崎西尼ヶ崎西
分水工分水工

船明ダム船明ダム

神増分水工神増分水工

高木分水工高木分水工

前野分水工前野分水工

尼ヶ崎西分水工尼ヶ崎西分水工
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地
震
を
想
定
し
た

　

地
域
防
災
訓
練
を
実
施

自
主
防
災
会
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

地域づくり応援課

（本庁舎 2 階）

0538-37-4751

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ

12
月
4
日
㈰
は
地
域
防
災
の
日
で
す

当
日
は
、
各
自
主
防
災
会
で
安
否
確
認
訓

練
を
行
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
黄
色
い
タ
オ

ル
や
救
護
不
要
カ
ー
ド
を
玄
関
先
に
掲
げ
る

な
ど
、
「
無
事
で
す
、
大
丈
夫
」
を
自
ら
発
信

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
避
難
所
で
は
地
域
の
代
表
や
市
職
員
が

協
力
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
の
受
入
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
避
難
所
の
感
染
症

対
策
を
確
認
す
る
な
ど
、
地
域
と
市
が
協
力

し
て
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

各
家
庭
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
し
た
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認
も
行

い
ま
し
ょ
う
。

水
や
食
料
品
な
ど
の
ほ
か
に
、
感
染
症
対

策
と
し
て
マ
ス
ク
、
体
温
計
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
、
室
内
履
き

（ス
リ
ッ
パ
）
な
ど
を
非
常

持
ち
出
し
品
に
加
え
、
避
難
す
る
際
に
は
各

自
必
要
な
も
の
を
で
き
る
限
り
持
参
し
ま
し
ょ

う
。

ページ番号

1001216

ページ番号

1008954

災
害
時
の
医
療
救
護

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

健康増進課

（i プラザ 3 階）

0538-37-2013

0538-35-4586

☎

ＦＡＸ

医
療
救
護
所

大
規
模
地
震
な
ど
の
発
生
に
よ
り
被
害
が

大
き
く
、
負
傷
者
が
多
数
発
生
し
て
い
る
、

ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
も
被
害
を
受
け
、

診
療
で
き
な
い
場
合
、
地
区
の
拠
点
に
医
療

救
護
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
開
設
予
定
場
所

と
し
て
、
市
内
11
ケ
所
を
指
定
し
て
お
り
、
被

害
が
大
き
く
負
傷
者
が
多
い
地
域
か
ら
順
次

開
設
し
ま
す
。

◉
磐
田
第
一
中
学
校	

◉
神
明
中
学
校

◉
向
陽
中
学
校	

◉
磐
田
南
小
学
校

◉
磐
田
北
小
学
校	

◉
福
田
小
学
校　

◉
福
田
健
康
福
祉
会
館

（リ
フ
レ
Ｕ
）　

◉
豊
田
北
部
小
学
校
・
豊
田
中
学
校	

◉
豊
田
南
中
学
校	

◉
竜
洋
中
学
校	

◉
豊
岡
中
学
校

医
療
救
護
所
の
役
割

負
傷
者
の
重
症
度
と
緊
急
度
を
判
定
し
、

搬
送
や
治
療
の
優
先
順
位
を
付
け
、
応
急
処

置
、
病
院
へ
の
搬
送
の
手
配
を
行
い
ま
す
。

▲黄色いタオル

災害時に玄関先へ掲げることで、 地域

の方に家族の無事を知らせ、 素早い安

否確認につなげます

□ マスク

□ 体温計

□ アルコール消毒液

□ 室内履き （スリッパ）

□ 除菌シート

□ 筆記用具　など

感染症対策用

非常持ち出し品チェックリスト

自分や家族の命を

守るためにできること

・ 棚の扉のロック、 家具の転倒防止

など家の中で危険な状態のものを

なくす

・応急手当用品の準備、 応急手当法

を学ぶ

自分と家族の安全を確認

けが人を発見 ・けがをした

救護所へ搬送 自分で手当て

- 災害時 - - 日頃 -
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ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る

環境課

（西庁舎 1 階）

0538-37-2702

0538-37-5565

☎

ＦＡＸ

急
発
進
抑
制
装
置

　
　

の
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

65
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ま
へ

地域づくり応援課

（本庁舎 2 階）

☎

ＦＡＸ

大
切
な
ペ
ッ
ト
を
守
る
の
は
飼
い
主
で
す

0538-37-4751

0538-32-2353

も
し
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
ら
、
ペ
ッ

ト
の
命
は
ど
う
す
れ
ば
守
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

避
難
の
方
法
や
持
ち
出
す
も
の
を
、
事
前
に

家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

避
難
の
方
法
に
つ
い
て

●
被
害
が
軽
微
で
あ
り
、
在
宅
避
難
が
可
能

な
場
合
は
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
自
宅
で
避
難

生
活
を
し
ま
す
。

●
在
宅
避
難
が
困
難
な
場
合
は
、
ペ
ッ
ト
を
連

れ
て
親
戚
・
知
人
宅
な
ど
に
避
難
す
る
か
、

ペ
ッ
ト
を
預
け
ま
す
。

●
避
難
所
に
同
行
避
難
す
る
場
合
は
、
飼
い

主
が
責
任
を
も
っ
て
世
話
を
行
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
防
災
グ
ッ
ズ

（例
）

・
水
と
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

（
5
日
分
ほ
ど
）

・
ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

・
ト
イ
レ
用
品　

な
ど

災
害
に
備
え
た
事
前
の
準
備

し
つ
け

ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
使
用
す
る
こ

と
に
慣
ら
し
、
「
待
て
」
「
お
座
り
」
な
ど

が
で
き
る
よ
う
に
し
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

健
康
管
理

狂
犬
病
予
防
注
射
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、

フ
ィ
ラ
リ
ア
な
ど
の
寄
生
虫
予
防
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

迷
子
防
止

首
輪
に
迷
子
札
や
鑑
札
を
付
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

▲環境省HP

▲静岡県HP

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ

る
重
大
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
自
動
車

に
後
付
け
の
急
発
進
抑
制
装
置
を
設
置
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
在
住
し
て
お
り
、
65
歳
以
上

（
令

和
４
年
度
末
日
に
お
い
て
）
で
自
動
車
運

転
免
許
証
を
保
有
し
て
い
る
方

▼
補
助
対
象

後
付
け
急
発
進
抑
制
装
置
の
設
置
費
用

▼
補
助
金
額

限
度
額
1
万
円

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
1
人
1
回

（1
台
）
ま
で

▼
補
助
対
象
器

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
る

「
急
発

進
抑
制
装
置
」
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
機

能
を
有
す
る
も
の

①
急
発
進
抑
制
タ
イ
プ

自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
除
行
時
に
お
い

て
ア
ク
セ
ル
を
強
く
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
セ

ン
サ
ー
が
異
常
を
感
知
し
、
急
加
速
を
抑

制
す
る
機
能

②
障
害
物
感
知
タ
イ
プ

前
方
ま
た
は
後
方
の
障
害
物
を
セ
ン
サ
ー
が

感
知
し
て
い
る
状
態
で
ア
ク
セ
ル
を
強
く
踏

み
込
ん
だ
場
合
に
加
速
を
抑
制
す
る
機
能

▼
申
込
方
法

装
置
の
設
置
前
に
、
左
記
の
書
類
を
地
域

づ
く
り
応
援
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出

・
交
付
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

・
運
転
免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、
設
置
に

係
る
見
積
書
の
写
し

※
運
転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証
の
使
用
者
・

申
請
者
の
名
前
と
住
所
が
一
致
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
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す
べ
て
の
人
に

 
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

福祉課

（ｉプラザ 3 階）

0538-37-4919

0538-36-1635

☎

ＦＡＸ

　

障
害
者
週
間
は
、
多
く
の
方
が

「
障
が
い
者
の
福
祉
」
に
つ
い
て
興

味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
へ
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お
互
い
の
存
在
と
価
値

観
を
尊
重
し
合
い
、
地
域
社
会
の
中
で
共
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
を
特
別
視

し
な
い

「心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
者
・
高
齢
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虐
待
か
ら
守
る

　

虐
待
は
虐
待
し
て
い
る
人
に
そ
の
自
覚

が
な
か
っ
た
り
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が

声
に
出
せ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
虐
待
を
早
期
に
発
見
す

る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

昨
年
は
市
内
に
お
い
て
、
障
が
い
者
か

ら
13
件
、
高
齢
者
か
ら
は
49
件
の
相
談
・

通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
・
高
齢
者
虐
待
と
は
、
次
の

よ
う
な
行
為
で
す
。

▼
身
体
的
虐
待

た
た
く
、
ベ
ッ
ド
に
縛
る
、
無
理
や
り

食
事
を
口
に
入
れ
る

▼
心
理
的
虐
待

怒
鳴
る
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
扱
い

す
る

▼
経
済
的
虐
待

必
要
な
お
金
を
渡
さ
な
い
、
年
金
や

預
貯
金
を
無
断
で
使
う

▼
放
棄
・
放
任

（ネ
グ
レ
ク
ト
）

食
事
を
与
え
な
い
、
医
療
受
診
を
さ

せ
な
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ

な
い

▼
性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為
、
性
関
係
の
強
要

「虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
中
に
は
、
虐
待

を
受
け
て
い
て
も
我
慢
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
、
次
の
相

談
窓
口
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

第42回　磐田ふれあい作品展

障がいのある方が制作した絵画や

書道、 工芸、 写真などを展示します

と　き／ 12月７日㈬～ 11日㈰　

ところ／中央図書館１階展示室

火～金曜日は午前９時～午後６時まで

土 ・ 日曜日は午前９時～午後５時まで

※月曜日は休館

▲過去に展示した作品

障害者虐待防止センター ☎・ＦＡＸ 0538-84-6661

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

城山・向陽地域包括支援センター ☎ 0538-36-4865 ＦＡＸ 0538-36-4603

中部地域包括支援センター ☎ 0538-37-1060 ＦＡＸ 0538-37-0550

南部地域包括支援センター ☎ 0538-36-8900 ＦＡＸ 0538-36-8001

豊岡地域包括支援センター ☎ 0539-63-0500 ＦＡＸ 0539-63-0505

豊田地域包括支援センター ☎ 0538-36-1300 ＦＡＸ 0538-36-1301

竜洋地域包括支援センター ☎ 0538-66-9221 ＦＡＸ 0538-66-9222

福田地域包括支援センター ☎ 0538-58-3242 ＦＡＸ 0538-58-3243

磐田警察署 ☎ 0538-37-0110 ―

福祉課生活相談グループ ☎ 0538-37-4797 ＦＡＸ 0538-36-1635
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Ｄ
Ｖ
に

　
　
　
　

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

こども ・ 若者相談センター

（i プラザ 3 階）

0538-37-2018

0538-37-2812

☎

ＦＡＸ

ス
ト
ッ
プ
児
童
虐
待

　
　
　

こ
ど
も
の
心
と
命
を
守
ろ
う

毎
年
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

こども ・ 若者相談センター

（i プラザ 3 階）

☎

ＦＡＸ

　

子
ど
も
へ
の
体
罰
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
体
罰
に
寄
ら
な

い
子
育
て
を
推
進
し
、
児
童
虐
待
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

11
月
12
日
～
25
日
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

0538-37-2018

0538-37-2812

　

Ｄ
Ｖ
（ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
、

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
、

ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ

と
で
す
。
「
暴
力
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が

存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
単
独
で
起
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
何
種
類
か
が
重
な
っ

て
起
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
が

同
時
に
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
前
で
Ｄ
Ｖ
が
行
な
わ
れ
た
場
合
は

心
理
的
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

相談窓口 相談方法 相談時間

磐田市女性相談ダイヤル ☎ 0538-37-4844 月～金曜（祝日除く）

8:30 ～ 17:00磐田警察署生活安全課 ☎ 0538-37-0110

DV 相談 ＋
プラス ☎ 0120-279-889

メール・チャット  ▶

24 時間受付（電話・メール）
12：00 ～ 22：00（チャット）

DV 相談ナビ ☎♯ 8008　※最寄りの相談窓口へつながります

静岡県性暴力被害者支援

センター S
そ ら

ORA

☎ 054-255-8710

　　　　チャット  ▶
24 時間受付

C
キ ュ ア

ure t
タ イ ム

ime（性暴力相談） 　　　　チャット  ▶
月・水・土

17：00 ～ 21：00

性犯罪・性暴力被害者のため
のワンストップ支援センター

☎♯ 8891　※最寄りの相談窓口へつながります

性犯罪被害相談電話 ☎♯ 8103　※最寄りの相談窓口へつながります

Ｄ
Ｖ
と
は
？

身
近
で
Ｄ
Ｖ
に
気
付
い
た
ら

　

①
被
害
を
受
け
て
い
る
人
を
責
め
た
り
、
話

を
否
定
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

②

「あ
な
た
は
悪
く
な
い
」
と
伝
え
て
く
だ

さ
い

　

③
下
記
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い

ページ番号

1001638

「し
つ
け
の
つ
も
り
」
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　

「児
童
虐
待
」
に
な
り
ま
す

・
何
度
も
注
意
し
た
け
ど
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
の
で
、
頬
を
た
た
い
た

・
い
た
ず
ら
を
し
た
の
で
、
長
時
間
正
座

を
さ
せ
た

相談窓口 相談方法

児童相談所
全国共通ダイヤル

☎ 1
い

8
ちはやく

9
休日・夜間問わず
365 日、24 時間対応

こども・若者
相談センター

☎ 0538-37-2018
月～金　※祝日除く
8：30 ～ 17：15

こども
相談ダイヤル

☎ 0538-35-4317
月～金　※祝日除く
8：30 ～ 17：00

※相談者の秘密は守られます

「児童虐待かな?」 と思ったら相談を！

児童虐待とは？
児童虐待は、 子どもの心身の

成長や人格の形成に重大な影

響を与える行為です。 児童虐

待は主に次の 4種類です。

▶身体的虐待

たたく、 殴る、 蹴る、 投げ落

とす、 激しく揺さぶる、 やけ

どを負わせる、 溺れさせる　

など

▶性的虐待

子どもへのわいせつな行為、

性関係を強要する、 性器を触

るまたは触らせる　など

▶ネグレクト （育児放棄）

家に閉じ込める、 食事を与え

ない、 ひどく不潔にする、 車

の中に放置する　など

▶心理的虐待

言葉で脅す、 無視、 きょうだ

い間での差別的扱い、 子ども

の前で家族に暴力を振るう　

など

15
広
報 PB

広
報2022年（令和４年） 11月号 2022年（令和４年） 11月号



ページ番号

1011754

「救
急
情
報
シ
ー
ト
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

活
用
を
！

「
も
し
も
」
に
備
え
ま
し
ょ
う

高齢者支援課

（ｉプラザ 3 階）

0538-37-4831

0538-37-6495

☎

ＦＡＸ

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

自
分
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
緊
急
連
絡

先
や
持
病
、
服
用
し
て
い
る
薬
、
か
か
り

つ
け
医
な
ど
の
情
報
を
記
載
し
た
シ
ー
ト

を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
に
入
れ
保
管

し
て
お
き
ま
す
。
そ
し
て
、
１
１
９
番
通

報
な
ど
の
緊
急
時
に
駆
け
つ
け
た
救
急
隊

員
や
救
護
者
が
、
本
人
や
家
族
か
ら
聞
き

取
り
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
シ
ー
ト

の
見
直
し
を
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
事
業

の
一
環
と
し
て
、
各
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

定
期
的
に
各
家
庭
を
訪
問
し
て
シ
ー
ト

の
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す
が
、
活
動
の
継
続
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
、
市
消
防
本
部
、
市
立
総

合
病
院
の
三
者
で
検
討
を
行
い

「
救
急
情

報
シ
ー
ト
」
と
し
て
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
項
目
を
最
小
限
に
し
、
記
入
や
内
容

確
認
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
救
急
搬
送
を

円
滑
に
行
う
た
め
の
情
報
を
確
保
す
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

救急医療情報キット

救
急
情
報
シ
ー
ト
つ
い
て

磐
田
市
に
お
住
ま
い
の
人
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◉
救
急
情
報
シ
ー
ト
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
高
齢
者
支
援
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
消
防
署
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
（
10
枚
以
上
必
要

な
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

◉
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
容
器
と
ス
テ
ッ
カ
ー
は
新
た
に

配
布
し
ま
せ
ん
。
器
が
な
く
て
も
、
救

急
隊
員
の
目
に
留
ま
り
や
す
い
場
所

（冷
蔵
庫
の
扉
や
壁
）
に
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
、
貼
る
な
ど
し
て

あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
保
険
証
や
お

薬
手
帳
な
ど
と
一
緒
に
保
管
し
て
あ
れ

ば
、
「
も
し
も
」
の
と
き
の
情
報
伝
達

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す

◉
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方

は
、
現
在
の
シ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん

シート （裏） シート （表）
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ページ番号

1011726

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
家
計
急
変
世
帯
が
対
象
で
す

福祉課

（i プラザ 3 階）

0538-31-5201

0538-36-1635

☎

ＦＡＸ

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰

に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影

響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し

て
、
緊
急
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
額

１
世
帯
当
た
り
５
万
円

給
付
対
象

①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

令
和
4
年
9
月
30
日
時
点
で
磐
田
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
世
帯
全

員
の
令
和
４
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯

②
家
計
急
変
世
帯

①
以
外
の
世
帯
で
、
予
期
せ
ず
令
和
４
年

中
の
収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全
員
の
年
収
見

込
み
額
が
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
相
当
と

み
な
さ
れ
る
世
帯

ページ番号

1006963

事
業
承
継
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

事
業
の
承
継
を
お
考
え
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

産業政策課

（西庁舎 1 階）

0538-37-4904

0538-37-5013

☎

ＦＡＸ

現
在
、
多
く
の
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者

の
皆
さ
ん
が
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
方
法

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
す
。
後
継
者
の
育
成
も

考
え
る
と
、
事
業
承
継
の
準
備
に
は
、
5
年
～

10
年
ほ
ど
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
社

の
大
き
な
転
機
と
な
る
事
業
承
継
に
は
早
め
の

準
備
、
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
な
ど
の
皆
さ
ん

に
こ
れ
か
ら
も
円
滑
に
事
業
を
運
営
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
「
磐
田
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
培
っ
て
き
た
あ

ら
ゆ
る
経
営
資
源
の
継
続
・
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

事
業
承
継
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
・
ご
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
や
小

規
模
事
業
者
の
方
な
ど

手
続
き
方
法

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

11
月
16
日
か
ら
対
象
候
補
世
帯
に

「
確
認

書
」
を
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。
世
帯
主
の

方
は
支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
確
認
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
令
和
５
年
１
月
31
日

㈫
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い

②
家
計
急
変
世
帯

申
請
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
類

の
入
手
方
法
や
詳
細
、
提
出
方
法
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

（コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

磐
田
市
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
3
8

－

3
1

－

5
2
0
1

開
設
時
間
：
9
時
～
17
時

（
土

・
日

・
祝
日

と
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）
を

除
く
）

磐田市事業承継支援ネットワーク

●何から始めたらよいか分からない

●後継者が決まっていないけれど ...

●従業員に継がせる？　M&A？

●廃業を考えているが ...

●後継者として期待されているけど ...

●磐田市

●磐田商工会議所

●磐田商工会

●金融機関

●東海税理士会磐田支部

磐田市内

事業者の皆さま

相談

サポート

磐田市事業承継支援

ネットワーク



ページ番号

1009075

犯
罪
被
害
を
受
け
た
方
が

平
穏
な
生
活
に
戻
る
た
め

あ
る
日
突
然
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
る可

能
性
が
あ
り
ま
す

市民相談センター

（本庁舎１階）

0538-37-4746

0538-39-2262

☎

ＦＡＸ

生
命
を
奪
わ
れ
る
、
最
愛
の
家
族
を
失
う
、

心
身
に
傷
を
負
う
な
ど
の
被
害
だ
け
で
な
く
、

周
囲
の
理
解
不
足
や
う
わ
さ
話
、
誹
謗
中
傷

な
ど
に
よ
る
二
次
被
害
に
も
苦
し
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
は
、
犯
罪
の

予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
方

に
対
す
る
適
切
な
支
援
と
人
権
を
尊
重
し
た

対
応
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
被
害
を
受
け
た
方
が
今
ま
で
通

り
の
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
社
会
全

体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
犯
罪
被
害
者
等

を
支
援
し
ま
す
。

二
次
被
害
と
は

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
人
に
知
ら
れ
る

（取

材
な
ど
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
含
む
）

と
差
別
や
偏
見
の
対
象
と
な
る
、
と
い
っ
た
事

実
や
本
人
の
思
い
込
み
に
よ
り
対
人
関
係
を

遮
断
す
る
こ
と
で
、
近
所
や
職
場
、
学
校
な

ど
と
の
交
友
関
係
が
希
薄
と
な
り
、
社
会
的

に
孤
立
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
差
別
や
偏

見
以
外
に
も
、
好
意
で
行
う
周
囲
の
励
ま
し

が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
犯
罪
被

害
者
等
の
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、
地
域
に

広
く
啓
発
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
の

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す

こ
の
窓
口
は
、
相
談
内
容
か
ら
必
要
と
思

わ
れ
る
情
報
を
お
伝
え
し
、
ご
希
望
に
応
じ

て
窓
口
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

ご
相
談
は
お
電
話
ま
た
は
F
A
X

で
お
伝

え
い
た
だ
く
か
、
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ページ番号

1007784

12
月
４
日
～
10
日
は

「人
権
週
間
」
で
す

人
権
を
正
し
く
理
解
し

差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
目
指
そ
う

福祉課

（i プラザ３階）

0538-37-4814

0538-36-1635

☎

ＦＡＸ

国
際
連
合
は
１
９
４
８
年

（
昭
和
23
年
）
12

月
10
日
の
第
３
回
総
会
で
、
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
12
月
４
日
～
10
日
を

「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
尊

重
思
想
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
幸
せ
に
、
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
す
。

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
性
的
少
数

者
な
ど
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
ち
、
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
全

国
の
市
町
村
に
約
１
万
４
千
人
が
配
置
さ
れ
、

法
務
局
や
自
治
体
と
連
携
し
人
権
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

磐
田
市
の
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
紹
介

▼
相
談

・
月
１
回
の

「人
権
身
の
上
相
談
」

（原
則
、
第
１
木
曜
日
の
開
催
）

▼
活
動
内
容

・
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
子
ど
も
の
人
権

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
事
業

・
小
中
学
校
や
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
出
向
い

て
の

「人
権
教
室
」

・
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
と
連
携
し
た
啓
発

・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

関
連
書
籍
と
制
度
の
紹
介

と
き　

11
月
26
日
㈯
～
12
月
1
日
㈭

場
所　

中
央
図
書
館
１
F
フ
ロ
ア

内
容　

被
害
者
の
手
記
や
支
援
制
度
に
関

す
る
書
籍
の
紹
介
、
犯
罪
被
害
者

等
支
援
制
度
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
を
掲
示
し
ま
す

▲ジュビロ磐田と連携した啓発

▲学校での人権教室
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子
宮
頸け

い

が
ん

（H
P
V
）
ワ
ク
チ
ン
を

自
費
で
接
種
し
た
方
へ
の
接
種
費
用
の
助
成

　

子
宮
頸
が
ん
(
H
P
V
)
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
つ
い
て
、
積
極
的
勧
奨
を
控
え
て
い
た
こ
と

に
よ
り
公
費
で
接
種
で
き
る
機
会
を
逃
し
た

方
で
、
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
令
和

4
年
6
月
30
日
ま
で
に
任
意
で
接
種
し
た
場

合
、
接
種
費
用
の
払
い
戻
し
(
償
還
払
い
)
を

行
い
ま
す
。
※
定
期
接
種
対
象
年
齢
:
小
学
校

6
年
生
〜
高
校
1
年
生
相
当
年
齢
の
女
子

▼
対
象
／
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方　

①
令
和

4
年
4
月
1
日
時
点
で
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る
こ
と　

②
平
成
9
年
4
月
2
日
〜
平
成

18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
性　

③
定
期
接

種
の
対
象
期
間
内
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

お
知
ら
せ

▲市ホーム
ページ

市職員 ・ 特別職の給与などを公表します

歳出総額（A） 人件費（B） 人件費率（B） ／ （A）

72,486,811千円 11,401,081千円 15.7％

区分 給料または報酬月額
期末手当の支給割合

6月期 12月期 計

市　長 960,000円

2.225月分 2.075月分 4.3月分副市長 780,000円

教育長 710,000円

議　長 520,000円

1.675月分 1.575月分 3.25月分
副議長 470,000円

委員長 440,000円

議　員 430,000円

　市職員や特別職の給与などは、地方公務員法に基づき市条例で定め

られています。今回は令和4年4月1日現在の内容などを紹介します。

詳しくは、市ホームページをご覧ください。

※期末手当の加算措置があります

※委員長とは、市議会の常任委員会、議会運営委員会の委員長です

問○職員課☎37-4807　℻37-4829　ページ番号：1002608

区分
経験年数

10年 20年 25年 30年

一般行政職
大学卒 260,500円 342,700円 374,400円 392,000円

高校卒 － － － 362,200円

●職員の経験年数別 ・ 学歴別平均給料月額

※該当する職員がいない場合は「－」となっています

区分
磐田市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

 6月期 1.275月分 0.95月分

磐田市と同じ12月期 1.125月分 0.95月分

計 2.4月分 1.9月分

●期末 ・ 勤勉手当

※職務による加算措置があります

※期末・勤勉手当とは、一般的なボーナスのことで 6 月と 12 月に支

給されます

●特別職の報酬など

●令和 3 年度人件費決算 （普通会計）

の
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い
こ
と　

④
17
歳

と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
か
ら
令
和
4
年
6

月
30
日
ま
で
に
国
内
の
医
療
機
関
で
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
(
2
価
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
ま
た

は
4
価
ガ
ー
ダ
シ
ル
)
の
任
意
接
種
を
受
け
、

実
費
を
負
担
し
た
方　

⑤
償
還
払
い
を
受
け

よ
う
と
す
る
接
種
回
数
分
に
つ

い
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
を

受
け
て
い
な
い
こ
と　

▼
申
込
／

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
こ
ど
も
未
来
課
☎
37

－

2
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

4
6
3
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
0
8
0
1

磐
田
市
タ
ク
シ
ー
助
成
券

（台
風
15
号
自

家
用
車
等
被
災
者
支
援
）
を
交
付
し
ま
す

▼
対
象
／
令
和
4
年
台
風
15
号
で
自
家
用
車

等
が
被
災
し
、
日
常
生
活
の
移
動
に
困
窮
し

て
い
る
世
帯　

▼
条
件
／
自
家
用
車
等
に
関

す
る
被
災
証
明
書
が
必
要
で
す
。
被
災
証
明

書
は
、
電
子
申
請
の
ほ
か
、
市
税
課
ま
た
は

豊
岡
支
所
市
民
生
活
課
で
申
請
が
可
能
で
す

▼
支
援
内
容
／
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
支
払

時
に
使
え
る
タ
ク
シ
ー
助
成
券

を
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円
分

(
2
0
0
円
分
×
50
枚
)
交
付
し

ま
す　

▼
申
込
／
直
接
地
域
づ
く
り
応
援
課

ま
た
は
各
支
所
へ

問○
地
域
づ
く
り
応
援
課

　

☎
37

－

4
7
5
1  

℻
32

－

2
3
5
3

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
1
7
2
9

▲市ホーム
   ページ

▲電子申請
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保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
募
集

▼
職
種
／
①
保
育
士
(
保
育
補
助
)
、
②
幼
稚
園

教
諭
(
保
育
補
助
)　

い
ず
れ
も
資
格
が
必
要　

▼
勤
務
時
間
／
①
午
前
7
時
15
分
〜
午
後
6

時
30
分
の
間
で
7
時
間
〜
7
時
間
30
分
(
早
番

遅
番
勤
務
が
可
能
な
場
合
は
短

時
間
勤
務
も
応
相
談
)　

②
午
前

8
時
15
分
〜
午
後
4
時
45
分
の

間
で
7
時
間
〜
7
時
間
30
分　

▼
勤
務
地
／

市
内
公
立
園　

▼
そ
の
他
／
詳
細
は
電
話
ま

た
は
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
幼
稚
園
保
育
園
課

　

☎
37

－

4
8
5
8　

℻
37

－

4
6
3
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
０
7
7
5
3

令
和
5
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
募
集

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
児
童
の
健
全
な
育

成
支
援
を
目
的
と
し
て
、
保
護
者
が
就
労
な

ど
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
市
内
小
学
生
に
、

放
課
後
や
長
期
休
業
期
間
の
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
／
11
月
16
日
㈬
〜
12
月
16
日
㈮　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　

▼
対
象
／
令

和
5
年
度
の
市
内
小
学
1
〜
6
年
生
(
保
護

者
が
昼
間
に
就
労
な
ど
の
状
態
に
あ
る
方
)　

▼
開
所
時
間
／
①
授
業
の
あ
る
日
：
午
後
1

時
〜
6
時　

②
学
校
の
振
替
休
日
：
午
前
8

時
〜
午
後
6
時　

③
長
期
休
業
期
間
（春
・夏
・

冬
休
み
）：
午
前
8
時
〜
午
後
6
時　

④
土

曜
日
（
富
士
見
小
第
1
児
童
ク
ラ
ブ
の
み
）：

午
前
7
時
30
分
〜
午
後
6
時　

▼
申
込
／
放

課
後
児
童
支
援
室
お
よ
び
各
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
配
布
す
る
「
令
和
5
年
度
利
用
募
集
案

内
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
申
請
書
類
(
市
ホ
ー

ム
ペ

－

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

－

ド
可
)
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
放
課
後
児
童
支
援
室

(
西
庁
舎
3
階
)
ま
た
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
分
か
ら
電
子
申
請

で
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

(
24
時
間
、
土
曜
・
日
曜　

・
祝
日
も
申
し
込

み
可
能
)
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
令
和
５
年
度
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
申
請
に
つ
い
て
」
を

ご
確
認
の
上
申
請
し
て
く
だ
さ
い

問○
放
課
後
児
童
支
援
室
☎
37

－

2
7
7
3

          　
　

  　
　
　

℻
36

－

1
5
1
7

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
8
8
1
2

市
立
総
合
病
院　

職
員
募
集

▼
採
用
職
種
／
①
診
療
放
射
線
技
師　

②
理

学
療
法
士　

▼
受
験
資
格
／
①
平
成
５
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
当
該
資
格

取
得
者
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

当
該
資
格
取
得
見
込
み
者　

②
平
成
11
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
当
該
資
格
取

得
者
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
当

該
資
格
取
得
見
込
み
者　

▼
試
験
日
／
令
和

問○
静
岡
労
働
局
賃
金
室

　

☎
0
5
4

－

2
5
4

－

6
3
1
5

　

℻
0
5
4

－

2
2
1

－

7
0
3
8

磐
田
市
勤
労
者
教
育
資
金
融
資
制
度

　

勤
労
者
(
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
)
、

そ
の
子
弟
が
大
学
な
ど
へ
の
進
学
時
ま
た
は

在
学
中
に
教
育
へ
充
て
る
資
金
と
し
て
、
労
働

金
庫
と
市
が
協
調
し
て
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

▼
融
資
対
象
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

た
方　

①
磐
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
引
き
続
き
１
年
以
上
市
内
に
居
住
し

て
い
る
方　

②
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
生
計

中
心
者
の
前
年
の
年
間
合
計
所
得
金
額
が

1
千
万
円
以
下
の
方　

③
本
人
ま
た
は
そ
の

子
弟
が
、
大
学
な
ど
に
入
学
見
込
み
ま
た
は

在
学
中
で
あ
る
方　

④
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方　

▼
融
資
限
度
額
／
2
0
0
万
円
(
学
生

1
人
に
つ
き
)　

※
10
万
円
単
位　

▼
金
利
／

年
1.6
％
(
固
定
金
利
)　

▼
受
付
期
間
／
来
年

3
月
末
日
ま
で　

▼
そ
の
他
／
詳
し
く
は
ろ

う
き
ん
磐
田
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
(
☎
34

－

3
3
1
1
)
へ

問○
経
済
観
光
課　

☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種
は

令
和
5
年
3
月
31
日
終
了
予
定

▼
内
容
／
特
例
臨
時
接
種
(
無
料
)
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
令
和
５
年

３
月
31
日
で
終
了
予
定
で
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
回
目
接
種
日
か
ら

３
カ
月
後
以
降
に
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
同

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
年
内
に

１
・
２
回
目
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

年
明
け
以
降
の
１
・
２
回
目
接
種
の
接
種
日
は

未
定
で
す　

▼
と
き
／
①
【
武
田
社 

ノ
バ

バ
ッ
ク
ス
】　

11
月
21
日
㈪　

午
後
2
時
30
分

〜
5
時　

②
【
従
来
株
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
】　

12

月
2
日
㈮　

午
後
4
時
〜
6
時
30
分　

▼
と

こ
ろ
／
磐
田
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン

タ
ー　

▼
申
込
／
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で　

▼
そ
の
他
／
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
磐
田
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
2
0

－

1
5
6

－

7
0
9

　

℻
33

－

5
0
1
0

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
9
5
4
7　

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
改
正
の
お
知
ら
せ

　

静
岡
県
内
の
事
業
所
で
働
く
(
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
)
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
、
10
月
5
日
か
ら
「
時
間
額
9
4
4
円
」
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定

(
産
業
別
)
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲電子申請

▲専用サイト

募
集
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5
年
2
月
3
日
㈮
ま
た
は
2
月
4
日
㈯　

▼

募
集
人
数
／
各
１
人　

▼
採
用
日
／
令
和
5

年
４
月
１
日　

▼
そ
の
他
／
応
募
条
件
、
応
募

書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
市
立
総
合
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
病
院
総
務
課　

☎
38

－

5
0
3
2　

　
　
　
　
　
　
　

℻
38

－

5
0
5
0

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
7
7
7
4

い
わ
た
・
ふ
く
ろ
い
就
職
フ
ェ
ア

参
加
企
業
募
集

　

学
生
な
ど
を
対
象
に
会
場
内
の
企
業
ブ
ー

ス
(
対
面
)
で
業
界
・
企
業
説
明
を
行
っ
て
い

た
だ
く
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
／
来
年
2
月
22
日
㈬　

午
後
1
時
〜

4
時　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
対
象
／
2
0
2
3
年
３
月

以
降
に
卒
業
予
定
の
学
生
ま
た
は
既
卒
３
年

以
内
の
方
を
採
用
予
定
の
磐
田
･
袋
井
市
な

ど
の
企
業　

▼
定
員
／
50
社　

※
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選　

▼
参
加
費
／
磐
田
・
袋
井

商
工
会
議
所
ま
た
は
磐
田
市
・
浅
羽
町
商
工

会
会
員
7
0
0
0
円
、
非
会
員
1
万
円　

▼

申
込
／
12
月
26
日
㈪
ま
で
に
、

出
展
申
込
フ
ォ
ー
ム
で

問○
磐
田
商
工
会
議
所

　

☎
32

－

2
2
6
1　

℻
32

－

2
2
6
4

　

磐
田
市
商
工
会

　

☎
36

－

9
6
0
0　

℻
35

－

4
8
5
9

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
6
1
6
2

福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
委
員
募
集

▼
募
集
人
数
／
1
人
(
選
考
に
よ
り
決
定
)　

▼
申
込
／
12
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
(
様

式
任
意
)
に
「
福
祉
有
償
運
送
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
(
4
0
0
字
以
内
)
」
と
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル

(s
h

o
g

a
ifu

k
u
s
h

i@
c
ity

.iw
a
ta

.lg
.jp

)、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
福
祉
課
(
〒
4
3
8-

0
0
7
7　

国
府
台
57

－

7　

i
プ
ラ
ザ
3
階
)
へ　

▼
そ

の
他
／
任
期
は
令
和
５
年
２
月
12
日
か
ら
令

和
８
年
２
月
11
日
ま
で
の
３
年
で
す

問○
福
祉
課　

☎
37

－

4
9
1
9　

　
　
　
　
　

℻
36

－

1
6
3
5

第
24
回
ピ
ア
ノ
DE
ほ
っ
こ
り
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

▼
と
き
／
来
年
1
月
15
日
㈰　

▼
と
こ
ろ
／

ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
内
容

／
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
」
を
弾
き
た
い
方
と
聞
き
た
い
方
の
た

め
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参

加
で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
演

奏
し
て
い
た
だ
け
る
出
演
者
を

募
集
し
ま
す　

▼
定
員
／
40
人　

▼
参
加
費
／

5
0
0
円　

▼
申
込
／
12
月
20
日
㈫
ま
で
に

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で(

応
募
多
数
の
場
合

抽
選)

問○
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田

　

☎
36

－

8
3
8
1　

℻
36

－

8
3
8
3

▲出展申込
フォーム

●地図広告

JR御厨駅の情報表示板（デジタルサイネージ）の企業広告主を募集

規格 枠数 地図の範囲 広告更新 掲載料（年額）

縦 167mm ×横 167mm ５枠 御厨駅を中心に約1.5km 掲載期間内の更新は不可 18,000円

規格 枠数 ロール 秒数（ロールあたり） 広告更新 掲載料（年額）

70 インチ（音声不可） 4枠 10分 15秒 月1回可能 84,000円

●動画広告

　JR御厨駅の南北自由通路に設置している情報表示板（デジ

タルサイネージ）の企業広告を募集します。

▶募集期間／ 12月1日㈭～ 12月23日㈮　▶掲示期間／令和

５年4月1日㈯～令和6年3月31日㈰　▶申込／①申込書（市

ホームページでダウンロード可）　②納付状況が確認できる書

類（市外業者のみ）　③資格や免許を必要とする業種の場合は、

それを証明する書類の写し　④広告原稿案またはデザイン案　

⑤その他市長が必要と認める書類を直接、広報広聴・シティ

プロモーション課（本庁舎2階）まで提出　

問○広報広聴・シティプロモーション課

　☎37-4827　℻32-3946　

　ページ番号：1011548

▲申込
　 フォーム
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東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

令
和
5
年
度
入
学
生
募
集

（一
般
入
学
試
験
）

▼
募
集
人
数
／
看
護
学
科
(
修
業
年
限
3
年
)

推
薦
・
社
会
人
入
学
試
験
と
合
わ
せ
て
60
人　

▼
受
験
資
格
／
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は
来
年
3
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込

み
の
方　

②
文
部
科
学
大
臣
が
①
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
定
し
た
方　

▼
試

験
日
／
学
科
試
験
・
適
性
検
査
：
来
年
1
月
10

日
㈫
、
面
接
試
験
：
1
月
18
日
㈬
、
面
接
追
試

験
（
該
当
者
の
み
）
：
1
月
31
日
㈫　

▼
試
験

会
場
／
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校　

▼

出
願
期
間
／
12
月
5
日
㈪
〜
19
日
㈪
午
後
5

時
15
分
(
必
着
)　

▼
合
格
発
表
／
来
年
2
月

10
日
㈮　

▼
そ
の
他
／
出
願
手
続
き
な
ど
詳

し
く
は
、
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
(h

ttp
s
:/

/ 
a
x
is

-
n
s
.jp

/

)
を
ご

覧
く
だ
さ
い　

問○
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

　

☎
43

－

8
1
1
1　

℻
43

－

8
1
2
2

と
よ
お
か
採
れ
た
て
元
気
む
ら
出
荷
者
募
集

　

磐
田
市
の
第
３
セ
ク
タ
ー
「
と
よ
お
か
採

れ
た
て
元
気
む
ら
」
の
出
荷
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
事
業
所

の
あ
る
、
農
産
物
生
産
者
ま
た
は
加
工
品
(
食

品
)
生
産
者　

▼
登
録
料
（
会
費
）
／
年
額

3
0
0
0
円　

▼
委
託
販
売
手
数
料
／
農
産

物
・
加
工
品
と
も
に
売
上
の
13
％　

▼
申
込

方
法
／
申
込
書
(
元
気
む
ら
で
配
布
)
に
記
入

の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
営
業
時
間
(
午
前

9
時
〜
午
後
5
時　

火
曜
定
休
)
内
に
、
直
接
、

元
気
む
ら
(
下
神
増
1
1
4
8)

へ　

▼
そ
の

他
／
元
気
む
ら
で
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す

問○
と
よ
お
か
採
れ
た
て
元
気
む
ら

　

☎
0
5
3
9

－

63

－

0
2
5
5

　

℻
0
5
3
9

－

63

－

0
2
5
2

　
第
17
回
ま
ち
ゼ
ミ
参
加
店
舗
募
集

　

ま
ち
ゼ
ミ
と
は
、
市
内
の
商
店
主
が
講
師
と

な
り
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
「
コ
ツ
」
や
「
知
識
」

を
無
料
で
市
民
に
教
え
る
ミ
ニ
講
座
で
す
。
自

分
の
お
店
の
P
R
は
も
ち
ろ
ん
、
店
主
同
士
の

「
つ
な
が
り
」
も
つ
く
れ
る
事
業
で
す
。　

▼
対
象
／
来
年
2
月
15
日
㈬
〜
3
月
31
日
㈮
の

期
間
中
に
1
回
以
上
講
座
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
事
業
者　

▼
参
加
費
／
１
講
座
に
つ

き
5
0
0
0
円　

▼
申
込
／
12
月
1
日
㈭
ま

で
に
、
申
込
書
(
磐
田
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

磐
田
商
工
会
議
所
(
〒
4
3
8

－

0
0
7
8　

中
泉
2
8
1

－

１
)
へ　

▼
そ
の
他
／
初
め
て

ま
ち
ゼ
ミ
へ
参
加
を
希
望
す
る
商
店
主
に
は
、

事
業
の
詳
細
と
参
加
ル
ー
ル
な
ど
を
説
明
し

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問○
磐
田
ま
ち
め
ぐ
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
(
磐
田
商
工
会
議
所
内
)

　

☎
32

－

2
2
6
1  

℻
32

－

2
2
6
4

磐
田
税
務
署　

短
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▼
雇
用
期
間
／
来
年
１
月
初
旬
〜
３
月
末
の

う
ち
指
定
し
た
期
間　

▼
勤
務
場
所
／
磐
田

税
務
署
ま
た
は
福
田
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー　
　

▼
勤
務
時
間
／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

30
分　

※
昼
休
憩
1
時
間
、
勤
務
時
間
延
長

の
場
合
あ
り　

▼
時
給
／
９
５
０
円　

※
規

定
に
よ
り
交
通
費
支
給
、
車
通
勤
原
則
不
可　

▼
内
容
／
税
務
事
務
の
補
助
(
書
類
整
理
(
軽

作
業
を
含
む
)、
デ
ー
タ
入
力
、
窓
口
業
務
な

ど
)　

▼
募
集
人
員
／
45
人
程
度
(
経
験
者
ま

た
は
パ
ソ
コ
ン
操
作
(
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
)
が
で
き
る
方
歓
迎
)　

▼
申
込
／

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
連
絡

の
上
、
履
歴
書
(
顔
写
真
貼
付
)
を
直
接
ま
た

は
郵
送
で
、
磐
田
税
務
署
(
〒
４
３
８

－

８
７
１
１　

中
泉
１
１
２

－

４
)
へ　

▼
そ
の

他
／
書
類
選
考
後
、
面
接
日
時
な
ど
を
連
絡

し
ま
す

問○
磐
田
税
務
署　

総
務
課
☎
32

－

６
１
１
１

　

※
自
動
音
声
案
内
「
2
」
を
選
択　
　
　
　
　
　

浜
松
い
の
ち
の
電
話
相
談
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

▼
研
修
期
間
／
来
年
4
月
〜
令
和
6
年
9
月

(
1
年
6
カ
月
)　

▼
対
象
／
満
20
歳
以
上
の

方　

▼
定
員
／
選
考
に
よ
り
20
人　

▼
費
用
／

3
万
円
(
別
途
宿
泊
研
修
費
)　

▼
申
込
／
申

込
書
(
浜
松
い
の
ち
の
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
来
年
1
月
31
日
㈫

ま
で
に
郵
送
で
、
浜
松
い
の
ち
の
電
話
相
談

員
募
集
係
(
〒
4
3
0

－

8
6
9
1　

浜
松

郵
便
局
私
書
箱
1
2
5
号
)
へ　

▼
そ
の
他

／
費
用
の
学
生
割
引
あ
り

問○
社
会
福
祉
法
人　

浜
松
い
の
ち
の
電
話

　

☎
0
5
3

－

4
7
1

－

9
7
1
5

　

℻
0
5
3

－

5
4
3

－

9
0
2
0

第
３
回
し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
会
in
磐
田

　

自
分
に
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
方
や
転
職
に
自
信
が
持
て
な
い

方
、
求
人
票
の
探
し
方
や
応
募
書
類
の
書
き
方

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
方
向
け
に
「
出
張

就
職
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
直
接
お
話
が
で
き
ま
す
の
で
、

就
職
や
転
職
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
12
月
1
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
4

時　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田 

は
じ
ま

り
の
オ
フ
ィ
ス　

▼
対
象
／
就
職
や
転
職
に
つ

い
て
ご
相
談
し
た
い
方　

▼
申
込
／
電
話
で
し

ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
部
へ　

▼
そ

の
他
／
予
約
優
先
。
予
約
な
し
で
も
当
日
相
談

可　

※
相
談
時
間
は
１
人
40
分
以
内

問○
し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
部

　

☎
0
5
3

－

4
5
4

－

2
5
2
3

催
し
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磐
田
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
レ
ク
交
流
会

▼
と
き
／
11
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
4

時　

▼
と
こ
ろ
／
竜
洋
体
育
セ
ン
タ
ー　

▼
対

象
／
市
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方　

▼
内
容
／
身
体
に
障
が
い
を
持
っ
た

方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
レ
ク
交
流

会
で
す　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
運

動
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ　

▼
そ
の

他
／
詳
し
く
は
、
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
磐
田

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
事
務
局
へ

問○
磐
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
事
務
局

　

☎
35

－

1
2
4
3　

℻
35

－

1
2
1
9

冬
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

▼
と
き
／
12
月
3
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ　

▼
対
象
／
2
0
2
3
年
３
月
以

降
卒
業
予
定
の
学
生
、
既
卒
3
年
以
内
の
方　

▼
内
容
／
県
西
部
地
域
の
企
業
約
30
社
が
出

展
し
、
採
用
情
報
や
冬
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
情
報
な
ど
を
企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
素
敵
な
特
典
も

あ
り
ま
す　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
12

月
2
日
㈮
午
後
3
時
ま
で
に
専

用
フ
ォ
ー
ム
で

問○
㈱
東
海
道
シ
グ
マ
浜
松
支
店

　

☎
０
５
３

－

4
2
4

－

5
1
2
1

　

℻
０
５
３

－
4
5
4

－

6
8
2
0

　

経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
会

▼
と
き
／
12
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

▼
と
こ
ろ
／
ｉ
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室

▼
対
象
／
市
内
介
護
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
の
ご
家
族
、
市
内
在
住
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
)
を
利
用
さ
れ
て

い
る
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族　

▼
内
容
／
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
介
護

相
談
員
が
お
聞
き
し
ま
す　

▼
相
談
員
／
磐

田
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員　

▼
相
談
料
／
無
料　

▼
申
込
／

11
月
30
日
㈬
ま
で
に
専
用
フ
ォ

ー
ム
で
 

問○
高
齢
者
支
援
課
☎
37

－
4
8
6
9
 

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

6
4
9
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
1
7
5
0

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

個
別
相
談
会
･
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を
対
象
に
、
法
律
・

生
活
・
就
業
の
個
別
相
談
や
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
11
日
㈰　

①
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時
(
個
別
相
談
会
)　

②
午
前
10
時

〜
正
午
(
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
)　

▼
と
こ
ろ

／
浜
松
市
子
育
て
情
報
セ
ン
タ
ー
３
階
(
浜

松
市
中
区
中
央
3

－

4

－

18
)　

▼
対
象
／
ひ

と
り
親
家
庭
の
方
、
お
子
さ
ん
が
い
て
離
婚

を
考
え
て
い
る
方　

▼
内
容
／
①
法
律
・
生

活
・
就
業
の
個
別
相
談　

②
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お
話　

▼
定
員
／
①

先
着
10
人　

②
先
着
15
人　

▼
参
加
費
／
無

料　

▼
申
込
／
電
話
で
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ　

▼
そ
の
他
／
予
約
優
先
。
予
約
な

し
で
も
当
日
相
談
可
。
託
児
コ
ー
ナ
ー
あ
り

(
要
電
話
予
約
)　

問○
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
5
4

－

2
5
4

－

1
1
9
1

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場　

ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会　

▼
と
き
／
12
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
15
分　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
2
階

視
聴
覚
ホ
ー
ル　

▼
内
容
／
腹
話
術
、
体
操
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど　

※
変
更
の
場
合
あ

り　

▼
出
演
／
に
ん
ぎ
ょ
う
の
会
、
磐
田
北
高

校
生
徒　

▼
定
員
／
60
人
(
要
入
場
整
理
券
)　
　
　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
11
月
24
日
㈭
か

ら
中
央
図
書
館
で
、
1
人
3
枚
ま
で
整
理
券

を
配
布

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－

5
2
5
4

          　
　

  

℻
32

－

5
1
5
4

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
8
8
0
8

上
級
救
命
講
習
お
よ
び
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▼
と
き
／
①
上
級
救
命
講
習
：
12
月
17
日
㈯　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

②
普
通
救
命
講
習

Ⅰ
：
来
年
1
月
21
日
㈯　

午
前
9
時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
磐
田
市
消
防
署
3
階
大
会
議
室　

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤

の
方　

▼
内
容
／
①
：
心
肺
蘇
生
法
(
新
生
児

か
ら
成
人
を
対
象
)、
止
血
法
、
傷
病
者
管
理

法
、
手
当
の
要
領
、
搬
送
法　

(
オ
ン
ラ
イ
ン

で
事
前
学
習
が
必
要
)　

②
：心
肺
蘇
生
法
(
主

に
成
人
を
対
象
)、
A
E
D 

、
異
物
除
去
法
、

止
血
法　

▼
定
員
／
各
先
着
10
人
程
度　

▼
参

加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
マ
ス
ク
、
筆
記
用

具
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、
オ
ン
ラ
イ
ン
事

前
学
習
の
受
講
証
明
書　

▼
申
込
／
講
習
会

3
日
前
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
消
防
本

部
警
防
課
(
磐
田
市
消
防
署
)
へ

問○
警
防
課
☎
36

－

9
9
1
9　

　
　
　
　

℻
36

－

0
9
5
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
1
6
7

静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学

ア
グ
リ
フ
ォ
ー
レ
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

　

農
林
業
サ
イ
エ
ン
ス
の
最
先
端
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
科
学
に
つ
い
て
、
市
民
と
科
学

者
が
気
軽
な
形
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
／
来
年
1
月
14
日
㈯　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ
／
磐
田
市
新
造
形
創

造
館　

▼
内
容
／
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
栽
培
と
園

芸
農
業
の
進
展　

▼
講
師
／
稲
葉
善
太
郎
(
農

林
環
境
専
門
職
大
学
短
期
大
学
部
教
授
)　
　

▼
定
員
／
先
着
50
人　

▼
参
加
費
／
無
料　
　

▼
申
込
／
12
月
1
日
㈭
か
ら
大
学
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
で

問○
静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学

　

☎
31

－

7
9
0
5　

℻
34

－

4
4
4
5

▲専用
   フォーム

▲専用
　 フォーム
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空
き
家
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
会

▼
と
き
／
来
年
1
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
3
時　

▼
と
こ
ろ
／
ｉ
プ
ラ
ザ
２
階
ふ

れ
あ
い
交
流
室
1
・
2　

▼
対
象
／
空
き
家

を
所
有
す
る
方
で
県
内
在
住
の
方　

▼
内
容

／
空
き
家
に
関
す
る
心
配
事
や
お
悩
み
(
相

続
、
税
金
、
法
律
な
ど
)
に
つ
い
て
の
相
談

会　

▼
出
席
予
定
専
門
家
／
宅
地
建
物
取
引

士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
建
築
士
、
行
政

な
ど
▼
相
談
時
間
／
1
組
30
分
以
内　

▼
参
加

費
／
無
料　

▼
申
込
／
電
話
で
静
岡
県
空
き

家
対
策
推
進
協
議
会
事
務
局
へ
。
申
し
込
み

時
に
具
体
的
な
相
談
内
容
を
伝
え
て
く
だ
さ

い　

※
完
全
予
約
制
で
す

問○
静
岡
県
空
き
家
対
策
推
進
協
議
会
事
務
局

　

☎
0
5
4

－

2
4
7

－

3
8
2
3
 

   

℻
0
5
4

－

2
4
7

－

3
8
1
7

保
育
の
し
ご
と
出
張
相
談
会

▼
と
き
／
来
年
1
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ｉ
プ
ラ
ザ　

▼
対
象
／
保
育
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、

保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方　

▼
内
容
／

保
育
職
の
た
め
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
保
育
施

設
説
明
会
、
就
職
相
談
会　

▼
参
加
費
／
無

料　

▼
申
込
／
不
要
、
直
接
会
場
へ　

▼
そ
の

他
／
子
連
れ
参
加
可

問○
し
ず
お
か
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
5
4

－

2
7
1

－

2
1
1
0
 

   

℻
0
5
4

－

2
7
2

－

8
8
3
1

に氏名、電話番号、メールアドレス、

作りたい料理(①/②)をEメール
(ice@iwataice.jp)で、磐田国際

交流協会（37-4988）へ

野球体験会
12月25日㈰午前9時30分～11時30

分、城山球場で（雨天中止）。対象は

5歳くらいから小学生まで。ストラ

ックアウトやホームラン競争など楽

しい体験を行います。参加費は無料。

問中泉クラブスポーツ少年団・堀尾

☎090-4405-3990

市民の平和展
12月21日㈬～25日㈰(23日㈮は休

館)、午前9時～ (21日㈬は午後1時

～ )、中央図書館1階展示室、2階視

聴覚ホールで。①中学生の広島平和

記念式典の報告会(24日午前)、②

戦争体験者による講話(25日午前)、

③アニメ映画「蒼い記憶-満
まん

蒙
も

開拓と

少年たち-」の上映(25日午後)など

を開催します。問市民の平和展実行

委員会・磯部☎36-0550　　　　　　　　　

第26回バスケットボール３×３　　
磐田大会　
12月18日㈰午前9時～ (小・中学生、

一般女子)、午後1時～ (一般男子)、

豊岡体育館で。参加費は、小・中学

生1,000円、一般2,000円（当日集

金）。コロナ対策のため、種別毎に

時間を分けて行います。申し込みな

ど詳しくは、12月10日㈯までに電

話 ま た は Ｆ Ａ Ｘ 、Eメ ー ル

(yoshiyuki-k@tokai.or.jp)で磐

田バスケットボール協会・久保（☎

090-3950-0386 ℻34-6858 ）

へ

　催　し　

会 員 募 集

Let'sリコーダー！
毎月2回水曜日または金曜日の午後

3時～ (一般)、午後6時～ (小学3年
～中学3年)、福田中央交流センタ

ーで。さまざまなジャンルの音楽を

笛で楽しみ、暮らしに潤いを与えま

しょう。会費は月2,000円。持ち

物はリコーダー、筆記用具、ガーゼ

ハンカチ。申し込みなど詳しくは、

くすのきリコーダー 'ズ・笹瀬（☎

37－7976)へ

書道基礎講座　
毎月3回火曜日と水曜日（どちらか

の曜日を選択）午前9時～11時、見

付交流センターで。書道を基本から

ゆっくり学んでいく内容です。定員

は5人。会費は月4,000円。持ち物

は書道用具一式（お持ちの方のみ）。

申し込みなど詳しくは、NPO健康

文化クラブ事務局（☎43-6315　※

平日午前9時～午後1時）または理

事・石田（☎090-8157-4179）へ

少年野球　PLAY BALL KIDS
毎週日曜日午前9時～正午、大藤交

流センターグラウンドで。野球をや

ってみたいけど一歩が踏み出せずに

いた方、ぜひ一度グラウンドに遊び

に来てみませんか。定員は20人程

度。参加費は一回500円。無料体

験あり。持ち物はグローブ(貸出あ

り)。申し込みなど詳しくは、PLAY 

BALL KIDS・ 上
かみ

平
だいら

 （ ☎080-

3031-9232）へ

精神に障がいがある方の 
家族の語り合い
12月1日、来年2月2日、4月6日の

木曜日、午後1時30分～3時30分、

豊田福祉センターで。対象は精神に

障がいがある方の家族(本人同行不

可)。大変な思いを抱えて苦しんで

いる方、仲間の経験を聞き、ご自分

の気持ちを話してみませんか。精神

に障がいのある方との接し方や社会

的支援の事なども学習しましょう。

定員は15人。申し込みは不要、直

接会場へ　問のぞみの会・鈴木☎

0539-62-3075

多文化料理交流会　
12月10日㈯午後2時～4時30分、

豊田福祉センター２階調理室で。対
象は小学5年生以上。市内に住む外

国の方に①ブラジル②台湾の料理を

教えてもらいながら、交流しません

か。定員は先着各10人。参加費は

1,200円（会員1,000円）。2カ国の

料理をお持ち帰りできます。持ち物

は、エプロン、マスク、飲み物、バ

ンダナ。申し込みは12月2日㈮まで



市役所での相談
問　市民相談センター　☎37-4746

弁護士法律相談

1 日㈭
8 日㈭
15日㈭
22日㈭

13:30

　〜17:00

※ 定員7組。予約制（予約受付は開催日の1週間
前の木曜日から、予約は原則電話のみ受付
8:30〜17:15）

司法書士
相続 ・ 登記相談

県司法書士会浜松支部主催

6 日㈫
20日㈫

13:30

　〜16:30

※ 定員6組。予約制（11月25日㈮から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

公証人
遺言 ・ 約束相談

20日㈫
13:30

　〜16:30

※ 定員6組。予約制（12月12日㈪から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

人権身の上相談 8 日㈭
9:00

　〜12:00

行政
相談

本庁舎 12日㈪ 13:00

　〜15:00
福田支所 26日㈪

問　消費生活センター　☎37-2113

消費生活相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

～金曜日

8:30

　〜17:00

問　交通事故相談室　☎37-2112

交通事故相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

〜金曜日

★8:30

　〜17:00

問　浜松東年金事務所　☎053-421-0192 （自動音声案内）

年金相談
磐田市役所本庁舎

22日㈭

★10:00

　〜15:00
※要予約

年金相談
浜松市浜北区役所

7 日㈬
20日㈫

年金相談
浜松市天竜区役所

8 日㈭

問　外国人情報窓口　☎37-4785

外国人情報窓口
毎週月　

～金曜日

8:30

　〜17:15

iプラザでの相談
問　福祉課　☎37-4919

身体障害者相談会
ボランティア会議室 1

8 日㈭
10:00　

　〜12:00

知的障害者相談会
ふれあい交流室 3

14日㈬
19:00　

　〜21:00

精神障害者相談会
ボランティア会議室 2

8 日㈭
13:30　

　〜15:30

問　こども ・若者相談センター　☎37-2018

こども相談
☎35-4317

毎週月

～金曜日

8:30　

　〜17:00
女性相談

☎37-4844

若者相談
☎37-2752

市立総合病院での相談
問　市立総合病院　☎38-5000

よろず相談

毎週月

～金曜日

8:15　

　〜17:00

医療相談

肝疾患相談

医療福祉相談

がん相談
☎ 38-5286（直通）

社会福祉協議会での相談
問　社会福祉協議会　☎37-9617

ボランティア相談 毎週月～金曜日

★8:30〜17:15

 16:45まで受付福祉なんでも相談

結婚相談
 ※最終受付は　　
    終了 30分前まで

☎37-4864

10日㈯
25日㈰

9:00　

　〜11:15

21日㈬
18:00　

　〜20:15

ワークピア磐田での相談
問　ワークピア磐田　☎36-8381

外国人総合相談
コーナー

毎週月・金曜日
★9:00〜16:30

職業総合相談

毎週火～土曜日
★9:00〜17:00
水曜日／13:00～17:00、
18:00〜21:00

内職相談
毎週火・木曜日
★9:00〜16:00

はじまり 
窓口

※要予約

☎30-6255

中小企業診断士  毎週月曜日
10:00〜／11:30〜／13:30〜
15:00〜 　

税理士  毎週水曜日
13:00〜／14:30〜

キャリアコンサルタント  
6日㈫・20日㈫　18:00〜21:00

フードコンサルタント 
10日㈯・24日㈯   9:00〜12:00

その他の機関の相談
問　磐田地区労福協　☎32-2706

弁護士法律相談 24日㈯
9:30
　〜12:30

※定員6組。予約制（予約受付は毎月1日から）

問  ライフサポートセンター中東遠
  ☎33-3715 （電話相談のみ）

暮らしの中の
何でも相談

毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:00

問  連合静岡労働相談ダイヤル
  　　0120-154-052 （電話相談のみ）

労働相談
毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:30

問  県西部健康福祉センター
  ☎37-2252　※要予約

精神保健福祉
総合相談

15日㈭
13:00
　〜15:30

高次脳機能障害
医療等総合相談会

19日㈪
13:10
　〜16:00

問  県認知症コールセンター
  　　0120-123-921 （電話相談のみ）

認知症コールセンター
毎週月・木・
土・日曜日

10:00
　〜15:00

※相談窓口などは、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、内容が変更になるこ

とがあります。　詳しくは、各電話番号へお

問い合わせください

（　　   ）専 門 家 
なんでも 
創業相談

市民の相談 ・意見などの総合的な窓口として、 市民相談センター （本庁舎 1階☎0538-37-4746） をご利用ください。

★は 12:00～ 13:00を除く　※原則、 祝日は休み （結婚相談を除く）
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夜間・休日急患診療

夜間 ・ 休日に急に発病したら
磐田市急患センターへ

▶ところ／上大之郷51

【夜間 （毎日）】

▶受付時間／午後7時15分～10時00分

▶診療科目／内科 ・小児科

【昼間 （日曜 ・ 祝日のみ）】

▶受付時間／午前8時45分～11時30分 
　　　　　　　　午後1時45分～ 4時30分

▶診療科目／内科 ・小児科 ・外科

※上記の時間以外は市立総合病院へ

問磐田市急患センター☎ 32-5267

静岡こども救急電話相談

平日 （月〜金曜） 午後6時～翌朝8時 
土曜  午後1時〜翌朝8時 
休日 （日祝年末年始） 午前8時〜翌朝8時

固定電話 （プッシュ回線）、 携帯電話　#8000

IP電話、固定電話（ダイヤル回線）
☎ 054-247-9910 へ

ひきこもり、 不登校などの
お悩みをご相談ください

▶と　き／ 12月 27日㈫ 午前 10時～午後4時

▶ところ／磐田サポートハウス 「ほっと」
　　　　　　　（見付 2386-7）

▶対　象／外出 ・通学に踏み出せない
            中学校卒業から64歳までの
            ご本人およびその家族

問若者相談ダイヤル☎ 37-2752 （予約制）

ひきこもり・不登校相談

12月の相 談 窓 口 & 救 急 医 療 情 報



「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

台風 15 号の災害復旧を迅速に進めるため、 友好

都市で災害時相互応援協定を締結している長野県

駒ヶ根市から職員を派遣していただきました。

同市都市計画課の表
おもて

さんは 「技術職という専門

的な立場から力になりたい」 と話しました。

応援職員は 2 週間で延べ 4 人を派遣していただ

き、 罹
り

災証明書の発行や家屋の被害認定調査と認

定の業務を行っていただきました。

市内の被害状況について説明を受ける駒ヶ根市職員

10/4

　田原小学校 1， 2 年生の児童 60 人が、 「田原み

どりの会」 が丹精込めて育てたサツマイモ畑で、 収

穫体験をしました。

　このサツマイモ ( 紅はるか ) は、 今年の 6 月頃に

児童がつるさしを行ったもので、 収穫をとても楽し

みにしていました。

　児童たちは、 「大きい！」 「うーん、 重い！」 と声

をあげながら、 夢中で収穫しました。

大きなサツマイモに育ちました

どんどん出てくるサツマイモ10/12

竜洋中学校で「ゆめ・こころざし」講座が開催され、

東京五輪で陸上男子 200m 走に出場した飯塚翔太

選手が、全校生徒に講演会と実技指導を行いました。

講演会では、 飯塚選手のこれまでの経験を踏まえ

て、 努力や挑戦の大切さを伝え、 実技指導では走

る際の足の運び方などを生徒たちに教えました。

ハンデをもらった生徒たちを飯塚選手が後ろから

抜き去ると、 大きな歓声が上がりました。

飯塚選手と競走する生徒たち

オリンピアンから学ぶ10/13 駒ヶ根市から応援職員派遣

磐田市社会福祉協議会が開設した災害ボラン

ティアセンターでは、 台風 15 号により被害の大き

かった地区の復旧作業のため、 延べ 1,600 名を

超える方に活動をしていただき、 流れ出た土砂の

搬出や、 災害ごみの運び出しなど 300 件を超え

る支援依頼に対応しました。

11月からは通常のボランティアセンターへ移行し、

ご相談に応じて生活支援の活動を行っていきます。

活動するボランティアの皆さん

災害ボランティア活動支援開始9/26
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「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

冬の夜を彩る JR 磐田駅北口多目的広場のイルミ

ネーションが今年も始まりました。 今年は 「体感 ・

共感できるイルミネーション」 をコンセプトに遊び心

や季節ごとの変化を楽しめます。

また大河ドラマの放送に合わせて、 「酒井の太鼓」

や 「鷹狩り」 など徳川家康と磐田市との関わりをイ

ルミネーションで表現しています。 時季ごとに演出

を変えて来年 2月 14日㈫まで行われます。

JR磐田駅北口広場を彩るイルミネーション

冬の風物詩がやってきた！10/21

開通直後から多くの車が通行しました

約 1 カ月ぶりの規制解除10/21

プレナスなでしこリーグ2部に所属する静岡SSU

ボニータが市役所を訪れ、 2 部優勝と 1 部昇格を

草地市長に報告しました。

小川監督は 「1 部昇格は大きな目標だったので

ホッとしています」と話すと、塩澤選手は「ホームゲー

ムやイベントなどで、 市民の皆さまからの応援が私

たちの力になります。 結果で皆さまに元気や勇気を

与えられるように頑張ります」 と話しました。

( 中央から右へ ) 小川監督、 塩澤選手、 三輪選手

静岡 SSU ボニータ 2 部優勝10/17

かぶと塚公園で家族や仲間と一緒にスポーツを楽

しむイベント 「いわたスポレク健康フェスティバル」

が行われ、 約 500 人の参加者が体力テストをはじ

めボッチャやモルック、 アーチェリーなどのスポーツ

を体験しました。

参加者からは 「普段体験できないようなスポーツ

を体験することができて楽しかったです」 との感想

が聞かれました。

親子でさまざまなスポーツを体験しました

スポーツの秋を満喫10/23

台風 15 号による土砂崩れにより、 県道磐田天

竜線の平松地区と神増地区の 2 カ所が通行止めと

なっていましたが、 袋井土木事務所および中遠農林

事務所による土砂撤去や災害ボランティア活動によ

り約 1カ月ぶりに開通しました。

近隣住民は 「自然災害の恐ろしさを目の当たりに

しました。 不便でしたが開通して、 とてもありがた

いです」 と話しました。
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い
わ
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

チ
ャ
レ
ン
ジ

中
学
生
が磐

田
市
の
未
来
を
考
え
る

 

2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
、
市
は

市
民
や
事
業
者
な
ど
と
と
も
に
、

S
D
G
s
の
目
標
の
1
つ
で
あ

る
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

 

本
年
度
か
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
に
関
す
る
中
学
生
向
け

の
環
境
教
育

「い
わ
た
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

南
部
中
学
校
で
は
、
１
年
生

の
生
徒
が
５
月
か
ら
調
べ
学
習
、

事
業
所
見
学
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
に
取
り
組
み
、
10
月
24

日
㈪
に

「
い
わ
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
発
表

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

生
徒
ら
は
、
市
内
の
事
業

所
見
学
で
学
ん
だ
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
。

「
2
0
5
0
年
の
磐
田
市
」
を
、

緑
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ゴ
ミ
が

１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ

う
な
未
来
に
す
る
た
め
に
、
み

ん
な
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

意
識
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま

し
た
。

磐
田
市
立
南
部
中
学
校

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

～
接
種
推
奨
再
開
と
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
～

市立総合病院からの

お知らせ

　

子
宮
頸
が
ん
(
子
宮
の
入
り
口
部
分
で

で
き
る
が
ん
)
は
20
〜
40
歳
代
の
女
性
に

多
く
、
日
本
で
は
毎
年
約

1
.

1
万
人

が
発
症
、
約

2
9
0
0
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
女
性
の
多
く

が
「
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
」
と
言
わ

れ
て
い
る
H
P
V
(
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
)
が
原
因
で
発
症
し
ま
す
。

　

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸
が
ん
を

起
こ
し
や
す
い
2
種
類
の
H
P
V
に
対

す
る
ワ
ク
チ
ン
で
、
16
歳
頃
ま
で
の
接

種
で
子
宮
頸
が
ん
の
50
〜
70
%
を
防
ぎ
、

前
が
ん
状
態
や
が
ん
を
減
少
さ
せ
ま
す
。

日
本
で
は

2
0
1
0
年
に
接
種
開
始
、

2
0
1
3
年
4
月
に
小
学
校
6
年
〜
高

校
1
年
相
当
の
女
性
を
対
象
に
定
期
接
種

(
公
費
負
担
)
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
広
範
囲
の
痛
み
や
運
動
障
害
な

ど
の
多
様
な
症
状
が
副
反
応
疑
い
と
し
て

報
告
さ
れ
、
2
0
1
3
年
6
月
に
積
極

的
な
勧
奨
が
控
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
激
減

し
、
2
0
0
2
年
度
以
降
生
ま
れ
の
女

子
で

1
%
未
満
で
す
。
現
在
、
こ
の
よ

う
な
多
様
な
症
状
は
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

の
因
果
関
係
が
あ
る
」
と
は
証
明
さ
れ
ず
、

W
H
O
(
世
界
保
健
機
関
)
も
高
い
安
全

性
と
効
果
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
な
ど

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
推
奨
を
強
く
求
め

続
け
、
つ
い
に

2
0
2
2
年
4
月
よ
り

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
推
奨
(
小
6
〜

高
1
相
当
の
女
性
)
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
誕
生
日
が
平
成
9
年
度
〜
17
年
度

生
ま
れ
の
女
性
の
中
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

逃
し
た
方
の
た
め
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
を
公
費
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
の
方
に
は
案
内
が
届
き
ま
す
。
接
種

さ
れ
る
際
に
は
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
子
宮

頸
が
ん
予
防
効
果
と
リ
ス
ク
を
正
し
く

知
っ
て
い
た
だ
い
た
上
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
接
種
を
決
め
か
ね
て
い
る
場

合
に
は
、
母
子
手
帳
を
確
認
持
参
し
、
市

や
医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

第
２
医
療
部
副
部
長

               

兼
産
婦
人
科
部
長

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
長

徳と

く

永な

が　

直な

お

樹き
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 外出時はマスクの着用など感染症対策を実施し、 検温や手指消毒などにご協力ください。

112022

　

磐
田
市
で
は
安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

市
内
の
公
園
に
は
、
災
害
時

に
安
心
な
機
能
を
備
え
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
之
浦
公
園
と
刑
部
島
に

あ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
公

園
に
は
、
災
害
時
に
も
使
用

で
き
る
防
災
四
阿
・
か
ま
ど

ベ
ン
チ
・
ト
イ
レ
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
四
阿
は
四
方
に
幕
を

張
れ
ば
目
隠
し
に
な
り
、
着

替
え
や
授
乳
な
ど
の
で
き
る

個
室
に
な
り
ま
す
。
か
ま
ど

ベ
ン
チ
は
座
面
を
外
し
て
、

炊
き
出
し
用
の
か
ま
ど
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。
ト
イ
レ

は
災
害
時
に
、
く
み
取
り
ト

イ
レ
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
停
電
し
て
も
点

灯
す
る
ソ
ー
ラ
ー
照
明
、
手

4 コマまんが作者たちが

ミドコロや制作のオモシロ

話を語る、 裏話配信中！

公
園
の
ア
レ
が
ま
さ
か
！

「防
災
四あ

ず

ま

や阿
」
と

「か
ま
ど
ベ
ン
チ
」

▲四方を覆えばテントに ▲かまどベンチ 使い方▲くみ取りできるトイレ

押
し
井
戸
ポ
ン
プ
な
ど
が
あ

り
、
ど
れ
も
普
段
は
公
園
の

一
部
と
し
て
何
げ
な
く
使
っ

て
い
ま
す
が
、
災
害
時
に
は

公
園
が
一
時
避
難
場
所
と
し

て
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
遊
び
に
行
っ
て
い
る

公
園
に
、
防
災
機
能
が
備
え

ら
れ
て
い
る
と
思
う
と
安
心

で
す
ね
。

座
面
を
含
む
ベ
ン
チ
部

分
を
外
し
ま
す

グ
リ
ル
部
分
を
組
み

立
て
ま
す

〈完
成
〉

火
を
起
こ
し
ま
す

台風 15号で
被害に遭われた皆さんへ

ボクたち、いつも皆さん

のことを想っているよ！

1日も早い復旧を祈って

います。

応援しているよ !!
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子育て情報はいわた子
育てアプリ「母子モ」
をご利用ください。

※催しの内容や予約方法

など詳しくはホームペー

ジをご覧ください

※掲載内容は11月1日時

点の情報です。

新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、内容が

変更になることがあります

1001754

ページ番号

月12
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

の
び
の
び

上
大
之
郷
51

（急
患
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
37

－

4
1
0
2
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
37

－

４
１
０
３

毎
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分

※
木
曜
休　

16
日
㈮
は
14
時
30
分
か
ら
開
館

●
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
／
11
時
～
、
15
時
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
9
時
30
分
～
17
時
30
分

◆
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒(

園
長
先
生
の
お
話
「
愛

さ
れ
て
育
つ
」)　

 

／
5
日
㈪
10
時
～
10
時

50
分
、
先
着
10
組

／
16
日
㈮
13
時
30
分
～
14
時
30
分

はに
っ
こ
に
こ

国
府
台
57

－

7

（i
プ
ラ
ザ
内
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
31

－

0
1
1
5

月
～
金
曜
9
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
わ
ら
べ
う
た
で
遊
ぼ
う
／
6
日
㈫
・
12
日
㈪

11
時
20
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ

で
も

／
2
日
㈮
13
時
30
分
～
14
時
30
分

は

た
っ
ち

新
貝
1
9
2
6

－

1

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
30

－

6
1
1
0

火
～
土
曜
9
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
た
っ
ち
へ
ゴ
ー
／
11
時
～
、
15
時
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ

で
も

／
16
日
㈮
14
時
～
15
時

はエ
ン
ジ
ェ
ル

国
府
台
84

－

3

（こ
う
の
と
り
保
育
園
内
）

☎
32

－

4
7
3
2 

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
33

－

0
0
2
3　

月
～ 

木
曜
8
時
30
分
～
13
時
00
分　

※
15
日
㈭
・
祝
日

●
あ
そ
ぼ
う
エ
ン
ジ
ェ
ル
／
11
時
～
11
時
30
分

◆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ー
ナ
ー
／
詳
細
は
お
た
よ
り

で
◆
わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
毎
週
月

曜
10
時
～
10
時
30
分(

5
日
㈪
を
除
く)

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
6
日
㈫
9
時
45
分
～
10

時
45
分

◆
誕
生
会
／
7
日
㈬
11
時
～

／
5
日
㈪
10
時
～
11
時

ぽ
っ
け

富
丘
1
6
2

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
み
が
お
か
内
）

☎
35

－

2
5
4
6 

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
35

－

2
5
4
7

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

土
曜
は
園
庭
開
放
の
み

●
午
前
と
午
後
の
終
わ
り
に
み
ん
な
で
体
操
を

し
ま
す

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
8
日
㈭
・
22
日
㈭
14
時

～
15
時
30
分

／
23
日
㈮
14
時
～
15
時

はほ
の
ぼ
の

南
島
1
6
4

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
み
な
み
し
ま
内
）

☎
55

－

6
1
7
1 

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
55

－

6
2
5
4

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
ほ
の
ぼ
の
タ
イ
ム
／
11
時
30
分
～
11
時
45
分

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
6
日
㈫
・
20
日
㈫
の
開

館
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も

／
2
日
㈮
14
時
～
15
時

は

こ
ど
も
の
森

城
之
崎
1
丁
目
2

－

13

☎
36

－

1
3
1
1
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
36

－

1
2
6
0

月
・
火
・
木
曜
10
時
～
15
時
30
分　

※
祝
日
休

●
も
り
も
り
タ
イ
ム
／
11
時
30
分
～
11
時
50
分

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
日
の
10
時
～
11
時

15
分
、
13
時
～
15
時

◆
離
乳
食
相
談
日
／
毎
週
月
曜
10
時
～
11
時
50

分
（
26
日
㈪
は
14
時
ま
で
）

◆
栄
養
相
談
日
／
1
日
㈭
10
時
～
14
時

／
5
日
㈪
13
時
30
分
～
14
時
30
分

ははみ
ち
る
ー
む

前
野
2
5
7
5

（龍
の
子
幼
稚
園
内
）

☎
35

－

5
1
4
4
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
35

－

5
1
4
1

月
～
金
曜
8
時
30
分
～
14
時
30
分　

※
祝
日
休

●
に
ぎ
に
ぎ
ぎ
ゅ
っ
と
／
11
時
10
分
～
11
時
30

分
◆
わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ　

 

（
首
が

座
っ
た
頃
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
対
象)

／
7
日

㈬
10
時
～
11
時
、
先
着
5
組

／
12
日
㈪
10
時
～
11
時

は

ふ
わ
っ
と

福
田
中
島
55

（福
田
こ
ど
も
園
内
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
58

－

1
5
6
6

月
～
金
曜
9
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
ふ
わ
っ
と
タ
イ
ム
／
11
時
20
分
～
、
15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ

で
も

／
9
日
㈮
13
時
30
分
～
14
時
30
分

はあ
い
あ
い

壱
貫
地
76

－

5

（豊
岡
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
3
9

－

63

－

0
0
4
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
5
3
9

－

63

－

0
0
7
7

火
～
土
曜
9
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
あ
い
あ
い
っ
子
あ
つ
ま
れ
！
／
11
時
20
分

～
11
時
40
分

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ

で
も

／
2
日
㈮
14
時
30
分
～
15
時
30
分

は こ
ど
も
の
家

岡
7
8
3

－

1

（竜
洋
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
66

－

9
0
0
0

火
～
土
曜
9
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

は ●
ひ
ま
わ
り
っ
こ
／
11
時
15
分
～
11
時
35
分

★
乳
児
期
／
毎
週
金
曜
13
時
～
16
時

★
幼
児
期
／
14
日
㈬
9
時
～
11
時

／
23
日
㈮
13
時
30
分
～
14
時
30
分

印 

印
…
【
予
約
が
必
要
】

● 

印
…
【
ふ
れ
あ
い
遊
び
】

★ 

印
…
【
計
測
日
】

◆ 

印
…
【
お
知
ら
せ
】

◆ 

印
…
【
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
】

は 予

「はじめのいっぽ」開催中は貸し切りのため、予約の方のみの利用となります

予

予
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自然の驚異にどのように立ち向かう？

㉄中央図書館  ☎32-5254

ひと・ほんの庭　にこっと

上新屋 304

☎ 36-1711 ／ FAX36-1713

9:30 ～ 18:00

※月 ・ 第 4 木曜休

　　
　人は、自然の驚異の前では、なすすべもないのでしょ

うか？いいえ、人間は大きな自然の力を科学的に研究

し、それらの危険から身を守る方法を考え、力強く立

ち向かってきました。今回は、児童書の台風や嵐に関

連する本をご紹介します。台風の最新研究、風水害に

対する備えや身を守る方法などが書かれている防災の

本、嵐の日を過ごす人々を描いた物語絵本です。家庭

でできる備えや対策など、すぐに役立つ情報が、絵や

写真などでわかりやすく書かれています。

　その他にも、知識を深められる本がたくさんありま

す。ぜひお近くの図書館でお子さんと一緒に探してみ

てください。人間は小さな存在ですが、知恵と勇気で

どんな災害をも力強く生き抜いていきたいものですね。

多文化交流センター こんにちは

東新町 1 丁目 1-8

☎ ・ FAX 35-2512

月～金曜 10:00 ～ 12:00　※土 ・ 祝日休

予約は、 電話 ・ 来館にて受け付けます。

【催し】
●はじめてのえいご　 /2 日㈮・7日㈬・

9日㈮ 10:30 ～、遊びを通して親子で
楽しみながら外国語に親しむ、各先着
5組
●はじめてのえいご・クリスマス　 

　 /14日㈬・16日㈮・21日㈬・23日㈮
10:30～、英語でクリスマスを楽
しむ、各先着 5組
●親子でリズム遊び　 /13日㈫10:30～、

親子で体を動かすことやスキンシッ
プを楽しむ、先着 5組

移動子育て支援センター
「はぐはぐ」
☎37-2012 （こども未来課）

岩田交流センター／
1日㈭・15日㈭ 10:00 ～ 15:00
大藤交流センター／
8日㈭ 9:00 ～ 14:00
向笠交流センター／
9日㈮・23㈮ 10:00 ～ 15:00

　であいのひろば
　（子育て支援総合センターのびのび内）

☎37-4102  ＦＡＸ37-4103
10:00～11:30
※予約は電話・FAXにて受け付けます

● 9日㈮ 堀之内公会堂
  先着15組
● 13日㈫ 東大久保公会堂
  先着10組

予

【お知らせ】
●ブックスタート /1 日㈭、8 日㈭、17

日㈯、令和 4 年 8 月生まれの市内の親

子対象 (母子健康手帳持参 )

●パパとおはなし会 /3 日㈯ 10:30 ～

●大人のためのおはなし会 /3 日㈯

14:00 ～

●心理士にこっと相談＆ミニ講座　

 　 /9 日㈮ (相談 )9:30 ～、(講座 )

10:30 ～「乱暴、落ち着きがない時、

友達とのトラブルどうしたらいいの？」

●ちいさなおなべのおはなし会 /14 日㈬

15:00 ～

●「て」で「はなそう」手話講座/18日㈰

10:30～

●プレママおはなし会 /20 日㈫ 10:30 ～

●栄養士個別相談　 /23 日㈮ 9:30 ～

●にこっと DAY クリスマスイングリッ

シュパーティー　 /25 日㈰ 10:30 ～、

15:30 ～

【毎週の催し】
●「にこっと」のおはなし会 / 毎週水

曜 10:30 からは 0～ 2歳向け、毎週日

曜 15:00 からは 3～ 5歳向け

●にこっとハローワーク / 毎週水曜

13:30 ～ 16:00

●天体観測　 / 毎週土曜 18:30 ～ ( 曇

天・雨天の場合は中止 )

予

予

予

予

予

予

予

竜洋昆虫自然観察公園

大中瀬 320-1

☎ 66-9900 ／ FAX 66-9901

9:00 ～ 17:00　※木曜休

【1月の催し（予定）】
●虫みくじ /2 日㉁～ 9日㈷ 9:00 ～

17:00
●たこ作り　 /8 日㈰ 10:00 ～ 12:00

●クワガタムシ幼虫を探そう　 /15 日

㈰ 10:30 ～ 12:00
●カブトムシ幼虫を探そう　 /22 日㈰

11:00 ～ 12:00
●みんなの昆虫学校　 /29 ㈰ 11:00 ～

12:00

予
予

予

予

『台風の大研究　

最強の大気現象の

ひみつをさぐろう』

筆
ふで

保
やす

　弘
ひろ

徳
のり

　／編著　

PHP 研究所

シャーロット ・ ゾロトウ　／作　

マーガレット ・ ブロイ ・ グレアム　／絵

まつい　るりこ　／訳

ほるぷ出版

『あらしのひ』
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　静岡県内各地での台風

15 号における災害支援活

動の一環として、「令和 4

年台風 15 号静岡県災害支

援ブルーレヴズ募金」を実

施しております。また、選

手スタッフが災害ボラン

ティアに参加し、被災されたお宅の清掃活動等をさせていた

だきました。被害に遭われた皆さまに心よりお見舞い申し上

げますとともに、一日も早く安心して生活できる日が来るよ

うに、引き続きクラブとして行える活動を続けてまいります。

　ホスト開幕はクリスマ

ス！ヤマハスタジアム

で昨年のリーグワン王者、

“笑わない男”で有名な

稲垣啓太選手も所属する

【埼玉パナソニックワイ

ルドナイツ】を迎えます。

来場者の皆さまには「クリスマスプレゼント」をご用意して

いるほか、クリスマスにちなんださまざまなビッグイベント

を企画しています。ぜひ一緒にスタジアムで最高のクリスマ

スを過ごしましょう！

日程　2022年 12月 25日㈰ 14:30 キックオフ

＜＜＜チケット販売中！ぜひお買い求めください！＞＞＞

 最新情報は、公式ウェブサイトをご確認ください▶　

  10 月 20 日㈭、台風 15 号

についての支援金贈呈式を磐

田市役所にて行いました。

　ジュビロ磐田選手会からは

磐田市の復旧事業のための支

援金を、森岡陸選手より草地

博昭市長へお渡ししました。

※この寄付金の一部には 10

月 8 日㈯鹿島戦で行った「令

和 4 年台風 15 号災害に伴う

支援金募金活動」分が含まれ

ます

　また、伊藤洋輝選手（VfB

シュトゥットガルト所属 ) より、浸水被害を受けた学校の

教育備品購入を使用目的とした支援金 100 万円が寄付され、

代理として藤田俊哉スポーツダイレクターから市長へお渡しさ

せていただきました。

　市長からは「ジュビロが苦しい時には我々が応援しますし、

磐田市が苦しい時に応援してくれたことも忘れないようにし

たいです。お互いに苦しい時に応援し合える、嬉
うれ

しい時には

一緒に喜び合えるような関係性をこれからも築いていきたい

と思います。ジュビロも頑張ってください、我々も全力で頑

張ります」という温かいエールをいただきました。

　被災された皆さまに謹んでお見舞い申し上げますとともに、

一日も早い復旧と日常が戻ることを心よりお祈り申し上げます。

台風 15 号についての支援金贈呈式

　プレシーズンマッチが

エコパスタジアムで開催

されます！日本代表選手

が多数所属する強豪【コ

ベルコ神戸スティーラー

ズ】を迎え、リーグワン

開幕前のビッグゲームで

す。楽しいイベントもありますので、ぜひスタジアムに足を

運んでいただき、熱いご声援をよろしくお願いします！

日程　2022年 11月 26日㈯ 13:00 キックオフ

台風 15 号静岡県災害支援ブルーレヴズ募金実施

ジュビロ磐田 U-18 後藤 啓介選手

（MF ・ FW） 加入内定のお知らせ

ⒸSHIZUOKA BlueRevs

11/26 プレシーズンマッチ
コベルコ神戸スティーラーズ戦！

リーグワン開幕！ホスト開幕は 12/25

 【後藤 啓介選手　コメント】

　ジュビロ磐田 U-18 から昇

格することになりました後藤

啓介です。

 　小さい頃から応援していたク

ラブで、プロとしてスタートす

ることができて、とても嬉
うれ

しい

です。

 　一日でも早く皆さんの前でプ

レーできるように頑張りたいと

思います。応援をよろしくお願

いします。　

ⒸJUBILO IWATA

ⒸJUBILO IWATA

ⒸJUBILO IWATA



　

　

台
風
15
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
当
時
の
様
子
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
9
月
23
日
18
時
頃
に

線
状
降
水
帯
が
発
生
。
降
り
続
い
た

豪
雨
に
よ
り
、
床
上
浸
水
が
2
9
9

世
帯
、
床
下
浸
水
が
4
7
4
世
帯
、

土
砂
崩
れ
が
17
件
に
の
ぼ
り
、
昭
和

49
年
の
七
夕
豪
雨
以
来
の
大
き
な
被

害
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
で
は
、
市
内
で
も
地

区
に
よ
っ
て
時
間
雨
量
に
ば
ら
つ
き

が
あ
り
ま
し
た
。
通
常
、
洪
水
を
想

定
し
た
避
難
情
報
の
発
令
は
、
河
川

の
水
位
観
測
所
の
水
位
を
基
に
今
後

の
気
象
予
測
を
参
考
に
し
て
行
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
回
の
よ
う
に
河
川

の
上
流
部
と
下
流
部
で
時
間
雨
量
が

大
き
く
違
う
状
況
で
の
避
難
情
報
発

令
の
判
断
は
、
本
市
に
お
い
て
は
前

例
が
な
く
、
激
甚
化
す
る
風
水
害
対

策
に
お
け
る
新
た
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ノ
浦
川
、

敷
地
川
の
全
流
域
の
避
難
指
示
は
22

時
に
発
令
し
ま
し
た
が
、
後
日
、「
夜

間
で
避
難
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
の

声
が
届
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
避
難
」

と
は
「
避
難
所
へ
行
く
こ
と
」
で
は

な
く
、「
安
全
な
場
所
へ
移
動
す
る
こ

と
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

夜
間
は
移
動
自
体
に
危
険
が
伴
う
た

め
、
ご
自
宅
の
２
階
以
上
や
、
ご
近

所
の
お
宅
な
ど
、
身
近
で
安
全
を
確

保
で
き
る
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

市
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
、
一

刻
も
早
く
元
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
、
個
々
の
被
災
状
況
に
寄
り
添
っ

た
支
援
策
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、

改
め
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
防
災
・
減

災
・
縮
災
に
つ
い
て
整
理
し
、
共
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「

第 18 回

市
長　

草
地
博
昭

」

夜
間
の
避
難
情
報

第23回第23回  静岡県市町対抗駅伝競走大会
磐田市の代表をみんなで応援しよう！

12月3日㈯午前10時、
静岡県庁前をスタート！
　昨年は、市の部 13 位という

成績を収めました。選手個々の

努力とチームワークで、昨年よ

り 1 つでも上の順位、1 秒でも

早いタイムを目指します。

　磐田市チームのユニホームは

赤色、胸に白字で「いわた」が

刻まれ、ゼッケンナンバーは

「22」です。

磐田市チーム登録選手紹介

監督のコメント

漆
うるしばたのりかず

畑詔一コーチ
天竜厚生会

伊
い

藤
とう

裕
ゆう

子
こ

監督
子育て支援センター

ふわっと

大
おお

庭
ば

怜
れ

王
お

豊田南小6年

三
み

宅
やけ

彩
あ

也
や

音
ね

豊田北部小6年

中
なか

村
むら

実
みの

莉
り

豊岡南小5年

宮
みや

本
もと

大
だい

輔
すけ

城山中3年

礒
いそ

部
べ

健
けん

吾
ご

神明中2年

小
こ

林
ばやし

桜
さ

空
ら

南部中2年

永
なが

井
い

克
かつ

樹
き

浜松商業高3年

鈴
すず

木
き

海
かい

登
と

浜松開誠館1年
林

はやししょうどう

照道
磐田農業高3年

蜂
はち

須
す

賀
か

夕
ゆ

來
ら

磐田南高2年

蜂
はち

須
す

賀
か

來
ら

奈
な

磐田南高2年

中
なか

村
むら

環
かん

菜
な

磐田南高1年

中
なか

尾
お

勇
ゆう

生
せい

寿農園

川
かわ

井
い

唯
ゆ

吏
り

奈
な

静岡大2年

田
た

中
なか

ひかる

鈴
すず

木
き

清
きよ

志
し

浜松ホトニクス

生
い

駒
こま

裕
ゆう

一
いち

ALSOK

酒
さか

井
い

泰
たい

河
が

青城小6年

平
ひら

野
の

空
くう

哉
や

豊田南小5年

大
おお

石
いし

巧
たくみ

スズキアスリートクラブ
ロマノスキー 柊

しゅう

浜松西高中等部3年

ふるさとの誇りをもって、

チームのみんなで襷
たすき

を繋ぎ、

力一杯頑張ってきます。応

援よろしくお願いします。

令和4年11月1日時点
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10 月に、 寺谷用水が世界的に登録さ

れたものは？

① 世界文化遺産

② 世界自然遺産

③ 世界かんがい施設遺産

今月のプレゼント

図書カード 1,000円分　…10名様 

9月号の結果

答えは 『②食事』 でした。

（応募総数２６４通）

当選発表は賞品の発送をもって

代えさせていただきます。

【応募方法】　正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。

12月 14日㈬までに、はがき （当日消印有効）、ＦＡＸまたは電子申請で、

クイズの答え、 住所、 氏名、 年齢、 電話番号、 広報いわたへ

のご意見を記入し、 広報広聴・シティプロモーション課 （〒438

－8650　国府台3－1　FAX32－3946 ） へ ▲電子申請

磐田市出身のEXILE 

AKIRAさんがPR大

使就任で磐田市を訪

れていただき、規格外

の格好良さに、驚きと

緊張を隠せませんでし

た。でもAKIRAさん

が磐田市での思い出

やエピソードをたくさ

んお話ししてくれて、

その気さくさと、優し

さに緊張もほぐれ、と

ても感動しました！く

ア
ル
フ
ァ
米
の

コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
リ
ゾ
ッ
ト

ご
自
宅
に
あ
る
非
常
食
で
、
消
費
期
限
が
近
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

簡
単
調
理
で
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

■材料 （4 人分） ■作り方

アルファ米 ···········1 袋

赤パプリカ ···········1/2 個

黄パプリカ ···········1/2 個

オリーブオイル ·······大さじ 1

コーンクリーム缶 ····180g

水 ····················400㏄

固形コンソメ·········1 個

塩 ・ こしょう ·········少々

きざみパセリ ········少々

①赤 ・ 黄パプリカを１㎝程度の角

切りにする。

②フライパンにオリーブオイルを入

れ温まったら、 ①、 アルファ米

を入れ、 弱火で１分炒める。

③コーンクリーム缶、 水、 固形コン

ソメを入れ、 ５～７分加熱する。

④煮立ったら火を止めてふたをし、

10分蒸す。

⑤④をかき混ぜお皿に盛り、 お好

みでパセリ、 塩・こしょうをふる。

1人分当たり 【エネルギー356kcal】  
たんぱく質　5.8g　脂質　7.2g　カルシウム　12㎎　鉄　0.8 ㎎　食塩相当量　2.8g

フライパンだけで
完成！

フライパン 1つでお手軽！

炒めてるだけ♪とろりとして

口当たりがいいので、 お腹

にもやさしい

い
た
だ
き
ま
す

お
は
し
を
持
っ
た
ら
野
菜
野
菜
か
ら
！

血
糖
値
の
急
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す

海
藻
や
キ
ノ
コ
か
ら
で
も
O
K
！
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